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おとふけ「教育を考える日」記念フェスタで元気な合唱を披露した駒場認定こども園の園児たち
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除
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に
は
皆
さ
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が
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要
で
す
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新新年のごあいさつ年のごあいさつ
　

新
年
明
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

　

町
民
の
皆
さ
ん
に
お
か
れ
ま
し
て
は
、
健
や
か
に
新
年
を
お

迎
え
の
こ
と
と
お
慶
び
申
し
上
げ
ま
す
。

　

ま
た
、
町
議
会
活
動
に
対
し
ま
し
て
格
別
な
ご
理
解
と
ご
協

力
を
賜
り
、
厚
く
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

　

昨
年
は
、
新
型
コ
ロ
ナ
が
５
類
に
移
行
し
、
各
種
イ
ベ
ン
ト

が
再
開
さ
れ
る
な
ど
久
し
ぶ
り
に
活
気
の
あ
る
に
ぎ
わ
い
が
感

じ
ら
れ
た
一
方
で
、
世
界
情
勢
な
ど
の
影
響
に
よ
る
物
価
高
騰

が
事
業
者
や
町
民
の
皆
さ
ん
の

生
活
に
大
き
な
影
響
を
及
ぼ
し

た
年
で
も
あ
り
ま
し
た
。
議
会

で
は
、
５
月
に
４
年
に
一
度
の

改
選
が
行
わ
れ
、
新
人
議
員
６

人
を
含
む
２０
人
の
議
員
が
町
民

の
皆
さ
ん
か
ら
新
た
に
負
託
を
受
け
ま
し
た
。
１２
月
に
は
、
新

体
制
で
初
め
て
の
「
議
場
で
ひ
と
こ
と
」
を
開
催
し
、
参
加
い

た
だ
い
た
皆
さ
ん
か
ら
多
岐
に
わ
た
る
ご
意
見
を
い
た
だ
い
た

と
こ
ろ
で
す
。
今
後
よ
り
一
層
、
身
近
に
感
じ
て
い
た
だ
け
る

議
会
、
関
心
を
高
め
る
議
会
活
動
を
目
指
し
、
あ
ら
ゆ
る
場
面

を
通
じ
て
、
年
代
・
性
別
を
問
わ
ず
町
民
の
皆
さ
ん
の
声
を
町

政
へ
届
け
ら
れ
る
よ
う
努
力
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　

今
年
も
本
町
が
抱
え
る
さ
ま
ざ
ま
な
課
題
に
対
し
、
議
論
を

深
め
、
知
恵
を
出
し
合
い
、
行
政
と
共
に
両
輪
と
な
っ
て
、
ま

ち
づ
く
り
に
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
の
で
、
よ
り
一
層
の
ご

支
援
と
ご
協
力
を
賜
り
ま
す
よ
う
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

　

結
び
に
、
年
の
初
め
に
当
た
り
、
町
民
の
皆
さ
ん
に
と
っ
て

素
晴
ら
し
い
幸
多
き
一
年
で
あ
り
ま
す
よ
う
に
心
か
ら
ご
祈
念

申
し
上
げ
、
新
年
の
ご
あ
い
さ
つ
と
い
た
し
ま
す
。

　

謹
ん
で
新
年
の
お
慶
び
を
申

し
上
げ
ま
す
。
ま
た
、
日
頃
か

ら
町
政
へ
の
温
か
い
ご
支
援
と

ご
協
力
に
心
か
ら
感
謝
を
申
し

上
げ
ま
す
。

　

長
か
っ
た
コ
ロ
ナ
禍
か
ら
よ

う
や
く
抜
け
出
し
、
皆
さ
ん
の
生
活
も
元
に
戻
り
つ
つ
あ
る
一

方
、
国
際
情
勢
や
気
候
変
動
に
よ
る
社
会
情
勢
の
変
化
は
、
日

常
生
活
に
大
き
な
影
響
を
及
ぼ
し
て
い
ま
す
。
そ
れ
を
踏
ま

え
、
町
は
昨
年
、
物
価
高
騰
お
よ
び
経
済
対
策
と
し
て
水
道
料

金
の
基
本
料
金
免
除
や
畜
産
農
業
者
へ
の
支
援
、
観
光
業
で
は

宿
泊
助
成
を
行
う
な
ど
、
町
独
自
の
対
策
を
講
じ
て
ま
い
り
ま

し
た
。
そ
の
よ
う
な
中
、
令
和
９
年
の
全
国
和
牛
能
力
共
進
会

の
開
催
地
に
本
町
と
帯
広
市
が
決
定
し
ま
し
た
。
こ
の
大
会
は

「
和
牛
の
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
」
と
呼
ば
れ
、
和
牛
の
改
良
の
成
果

な
ど
を
競
う
場
と
し
て
５
年
ご
と
に
開
催
さ
れ
て
お
り
、
３５
万

人
の
来
場
が
想
定
さ
れ
て
お
り
ま
す
。
今
後
、
開
催
に
向
け
関

係
機
関
が
一
丸
と
な
り
町
を
挙
げ
て
進
め
て
ま
い
り
ま
す
。

　

さ
て
、
本
年
も
町
で
は
さ
ま
ざ
ま
な
事
業
を
実
施
し
て
ま
い

り
ま
す
が
、
未
来
を
担
う
子
ど
も
た
ち
が
安
心
し
て
学
校
生
活

を
送
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
、
町
内
の
全
小
中
学
校
に
エ
ア
コ

ン
を
整
備
す
る
こ
と
と
い
た
し
ま
し
た
。
本
町
は
、
豊
か
な
自

然
と
歴
史
、
文
化
と
伝
統
、
そ
し
て
温
か
い
人
た
ち
に
恵
ま
れ

た
素
晴
ら
し
い
町
で
す
。
皆
さ
ん
に
は
引
き
続
き
更
な
る
町
の

発
展
に
ご
協
力
を
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

　

結
び
に
、
今
年
一
年
が
皆
さ
ん
に
と
っ
て
健
康
で
平
安
な
年

と
な
り
ま
す
こ
と
を
ご
祈
念
申
し
上
げ
、
新
年
の
ご
あ
い
さ
つ

と
い
た
し
ま
す
。

音更町議会議長

髙 瀬 博 文

音 更 町 長

小 野 信 次

　町と町議会は、新年の喜びを皆さんと分かち合う新年交礼会を開催します。

△

と　き　１月４日㈭、午後３時（１時間程度）　

△

ところ　総合福祉センター

△  

注意事項　発熱や咳があるなど体調が悪い場合は、ご来場をお控えください。なお、感染症などの影

響により中止となる場合があります。その際は、町ホームページなどでお知らせします。

問合先　役場広報広聴課広聴係（内線２１５）

新年交礼会開催のお知らせ新年交礼会開催のお知らせ
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新型コロナワクチン接種について
　現在、町が行っている無料で受けられる新型コロナワクチン接種は令和６年３月末で終了します。接

種を希望する人は予約受付サイトまたは電話で予約してください。

問合先　保健センター内健康推進課（音更町コロナ専用ダイヤル）☎０５７０－０８０－３９６

新型コロナワクチンについての問い合わせや情報はこちら　ワクチン接種は強制ではありません。ワクチンの効果と副反応のリスク双方について理解し、ご本人

が納得した上で接種を判断してください。

◦音更町コロナ専用ダイヤル　☎０５７０－０８０－３９６

※�平日の午前８時４５分～午後５時３０分。ナビダイヤルで通常の通話料金が発生します。

◦北海道新型コロナワクチン接種相談センター　☎０１２０－３０６－１５４

※午前９時～午後５時３０分。土・日曜日、祝日も受け付け可能です。

ワクチンに関する情報サイト

▲厚生労働省 ▲北海道 ▲音更町

新型コロナワクチン接種の検討について

▲有効性・安全性・
　副反応について

▲接種予約受付
　サイト

◆秋開始接種について

接種期限 令和６年３月末まで　※期限までに１人１回まで接種を受けられます。

接種券

※�必ず、９月１

日以降に届い

た新しい接種

券を持参して

ください。

６５歳以上の人 発送済み

生後６カ月～
６４歳の人

発行申請が必要です。

①�下記の二次元バーコードから接種予約受付サイトにアクセス

し「接種券番号（１０桁）」と「生年月日」を入力し予約と同

時に発行申請をしてください。

※接種券番号は接種済証に記載しています。

②�質問項目に「接種券の有無」がありますので「無」を選択し

てください。

③�接種日の前日までにご自宅に送付します。

転入者

希望者は、町民窓口での転入手続きとは別にワクチン

接種券発行手続きが必要です。転入者専用ウェブサイ

トか保健センター窓口で手続きをしてください。

◆１２月１３日現在の秋開始接種実施状況

対象 接種回数 合計

全体（対象者） ６，９８３回 １６．１％

うち６５歳以上 ５，６６０回 ４４．２％

▲�転入者専用
ウェブサイト

◆令和６年度以降の新型コロナワクチン接種について
　令和６年度以降の新型コロナワクチン接種は、個人の重症化予防を目的とし、インフルエンザ予防接

種と同じ定期接種（Ｂ類）として実施します。対象者は、６５歳以上の高齢者、６０歳～６４歳の基礎疾患

を有し重症化リスクがある人とし、年１回秋冬の時期に接種が予定されています。なお、対象者以外で

も任意接種として接種が可能です。
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町
の
除
雪
作
業

町
の
除
雪
作
業

　

町
が
１
日
に
除
雪
す
る
距

離
は
約
千
㌔
で
、
音
更
町
か

ら
函
館
市
を
往
復
す
る
距
離

に
相
当
し
ま
す
。
こ
の
距
離

を
民
間
の
事
業
者
に
委
託
し
、

除
雪
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

町
の
除
雪
作
業
は
、
積
雪

が
１０
㌢
を
超
え
、
そ
の
後
も

降
雪
が
続
く
と
予
測
さ
れ
る

と
き
に
行
い
ま
す
。

　

除
雪
の
順
序
は
、
ま
ず
最

初
に
１
車
線
を
除
雪
し
、
そ

の
後
、
順
に
幅
を
広
げ
る
た

め
の
除
雪
を
行
い
ま
す
。

　

除
雪
の
方
法
は
、
道
路
の

通
行
が
少
し
で
も
早
く
で
き

る
よ
う
、
除
雪
車
両
で
雪
を

道
路
脇
に
か
き
分
け
る
「
か

き
分
け
除
雪
」
を
行
っ
て
い

ま
す
。

　

除
雪
車
両
に
よ
る
道
路
除

雪
後
の
各
家
庭
の
玄
関
先
に

残
っ
た
雪
の
処
理
は
、
皆
さ

ん
の
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま

す
。

　

な
お
、
作
業
は
夜
間
か
ら

早
朝
に
か
け
て
行
い
ま
す
が
、

積
雪
状
況
な
ど
に
よ
り
遅
れ

る
場
合
も
あ
り
ま
す
の
で
、

ご
了
承
く
だ
さ
い
。

町
内
会
で
行
う

町
内
会
で
行
う

除
雪
作
業

除
雪
作
業

　

町
内
会
が
行
う
宅
内
道

路
・
交
差
点
の
除
排
雪
に
は
、

町
の
補
助
事
業
「
潤
い
と
思

い
や
り
の
地
域
づ
く
り
事
業
」

を
利
用
す
る
こ
と
が
で
き
ま

す
。

　

詳
し
く
は
、
役
場
広
報
広

聴
課
広
聴
係（
内
線
２
１
５
）

に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

　

皆
さ
ん
が
使
う
道
路
を
少
し
で
も
早
く
除
雪
す
る
た
め
、

町
は
民
間
事
業
者
に
委
託
し
、
除
雪
作
業
の
体
制
を
整
え

て
い
ま
す
。
作
業
を
順
調
に
行
う
た
め
に
、
皆
さ
ん
の
ご

理
解
と
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

◆深夜や早朝の作業にご協力ください

　通勤・通学の時間帯までに除雪を完了させるため、

深夜や早朝に作業を行う場合がありますので、ご協

力ください。

◆屋根の雪を道路に落とさないでください

　屋根の雪が道路へ落ちると、車や歩行者の通行に

危険が生じます。また、除雪効率が悪くなるほか、除

雪した跡をふさぐ可能性もありますので、雪止め金具

を付けるなどの対策をお願いします。

◆除雪車両には近寄らないでください

　除雪作業中は大変危険ですので、除雪車両などに

は絶対に近寄らないでください。また、除雪作業中

にセンターラインを越える場合がありますのでご注意

ください。

◆道路付近でのそり遊びは危険です

　そりやミニスキーなどの楽しい遊びも、道路へ飛

び出すと事故につながってしまいます。道路付近の

雪山では、遊ばないでください。

◆出入り口にたまった雪は各家庭で除雪を

　除雪車が通った後は、宅地の出入り口などに雪が

たまってしまいます。出入り口にたまった雪は、各家

庭などで除雪するようご協力をお願いします。

◆路上駐車は除雪作業の支障になります

　路上駐車は、除雪作業の支障になります。また、吹

雪のときや夜間などには事故の恐れがありますので、

路上駐車はやめましょう。

◆道路へ雪を出さないでください

　道路へ雪を出すと路面がでこぼこになります。交

通事故の原因になったり、法令に違反する場合もあ

りますので、道路への雪出しはやめましょう。

◆道路上に障害物を置かないでください

　道路敷地に障害物（ごみ収集庫、縁石段差解消の

台、看板・のぼり用のブロックなど）を置かないでくだ

さい。除雪作業で破損しても町は責任を負えません。

除雪には皆さんの除雪には皆さんの
　　　　　ご協力が必要です！　　　　　ご協力が必要です！

快適な冬を過ごすために　　　　快適な冬を過ごすために　　　　

町からのお願い町からのお願い

2024.1 ４



◦��

役
場
土
木
課
道
路
河
川
管
理
係

（
内
線
３
３
５
）

◦��

町
内
会
な
ど
で
行
う
除
雪
の
補

助
に
つ
い
て
…
役
場
広
報
広
聴

課
広
聴
係
（
内
線
２
１
５
）

問合先問合先

除
雪
に
関
す
る

除
雪
に
関
す
る問

い
合
わ
せ
先

問
い
合
わ
せ
先

◆
国
道
と
道
道
の
除
雪
に
つ
い
て

　

国
道
と
道
道
の
除
雪
は
、
そ
れ

ぞ
れ
帯
広
開
発
建
設
部
と
十
勝
総

合
振
興
局
へ
お
問
い
合
わ
せ
く
だ

さ
い
。

◦��

国
道
…
帯
広
開
発
建
設
部
帯
広

道
路
事
務
所
☎
２５

－

１
２
５
０

◦�

道
道
…
十
勝
総
合
振
興
局
帯
広

建
設
管
理
部
施
設
保
全
室
☎
２７

－

８
７
２
７

　

そ
の
他
の
道
路
や
除
雪
に
つ
い

て
は
、
各
除
雪
委
託
業
者
で
は
な

く
、
役
場
土
木
課
道
路
河
川
管
理

係
へ
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

冬
期
間
は
路
面
状
況
に

冬
期
間
は
路
面
状
況
に

応
じ
た
運
転
を

応
じ
た
運
転
を

　

こ
こ
で
は
冬
期
間
の
路
面
状
況

と
安
全
運
転
に
つ
い
て
、
例
を
挙

げ
て
皆
さ
ん
に
ご
紹
介
し
ま
す
。

◆ 

車
間
距
離
を
十
分
に
と
り
ま
し

ょ
う

　

冬
の
道
に
は
危
険
が
た
く
さ
ん

あ
り
、
突
然
凍
結
路
面
が
現
れ
る

こ
と
も
あ
り
ま
す
。
車
間
距
離
は

普
段
よ
り
多
め
に
と
り
ま
し
ょ
う
。

◆
交
差
点
は
事
故
が
多
い

　

停
止
・
発
進
を
繰
り
返
す
交
差

点
で
は
、
圧
雪
が
タ
イ
ヤ
の
空
転

で
磨
か
れ
て
、
ツ
ル
ツ
ル
の
凍
結

路
面
に
な
っ
て
い
る
こ
と
が
あ
る

た
め
、
特
に
注
意
が
必
要
で
す
。

◆
橋
の
上
は
凍
り
や
す
い

　

さ
え
ぎ
る
物
が
な
く
、
い
つ
も

寒
風
に
さ
ら
さ
れ
て
い
る
橋
の
上

は
、
特
に
凍
り
や
す
い
場
所
で
す
。

ス
ピ
ー
ド
を
落
と
し
、
注
意
し
て

渡
り
ま
し
ょ
う
。

　

冬
場
の
路
面
状
況
は
、
日
々
刻

々
と
変
化
し
ま
す
。

　

道
路
パ
ト
ロ
ー
ル
が
行
き
届
か

な
い
場
合
が
あ
り
ま
す
の
で
、
町

民
の
皆
さ
ん
か
ら
の
情
報
を
役
場

土
木
課
道
路
河
川
管
理
係
へ
お
寄

せ
く
だ
さ
い
。

　

ま
た
、
町
道
の
凍
結
路
面
に
散

布
す
る
焼
砂
が
必
要
な
場
合
も
同

課
ま
で
ご
連
絡
を
お
願
い
し
ま
す
。

　路上駐車は、除雪作業の支障となるばかりでなく、

交通の支障となり事故につながる恐れがあります。

　長時間の路上駐車は、駐車禁止の区間でなくても

法律違反となる場合があります。

　自動車の保管場所の確保等に関する法律（車庫法）

第１１条では、自動車の保管場所として道路を使用す

ることを禁止しており、同法第１７条では、３カ月以

下の懲役または２０万円以下の罰金について規定され

ています。

　帯広警察署では、後を絶たない違法駐車の取り締

まりを強化しています。

　自分の敷地内の雪を道路上へ出すことは、路面の

でこぼこの発生原因となったり、法律に違反する行

為です。

　道路交通法第７６条第４項第７号では、道路におけ

る交通の危険や妨害となる恐れがある行為が禁止さ

れており、その行為とは、道路交通法施行細則第１９

条第２号で、道路に雪をまき、または捨てることと

規定されています。さらに、道路交通法第１２０条では

５万円以下の罰金についても規定されています。

　帯広警察署では、危険な雪出し行為は絶対に行わ

ないよう強く指導しています。

雪出しは法律で禁止されています雪出しは法律で禁止されています

道路上での自動車の保管は法律で禁止されています道路上での自動車の保管は法律で禁止されています
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▽公表方法　町ホームページ、各担当課、広報広聴課、木野支所で閲覧できます。

▽  募集期限（必着）　１月２３日㈫

▽  提出方法　住所、氏名、年齢、意見（意見の箇所と内容）を記入し、持参、郵送、電子メールまたはファ

クスでご提出いただくか、町ホームページから受け付けフォームで提出することができます。

※郵送の場合は、広報４月号に折り込んだ「町政声のポスト」のはがきも利用できます。

提出・問合先

①��「健康おとふけ２１の策定」…【担当課】保健センター内健康推進課☎４２－２７１２、℻４２－２７１３、〒０８０－

０１０４�音更町新通８丁目５番地

②�「おとふけ生きいきプラン２１の策定」…【担当課】保健センター内高齢者福祉課☎３２

－４５６７、℻３２－４５７６、〒０８０－０１０４�音更町新通８丁目５番地

③�「おとふけ障がい福祉総合プラン２０２４の策定」…【担当課】役場福祉課障がい福祉係（内

線５１２）、℻４２－５１６０、〒０８０－０１９８�音更町元町２番地

電子メール（共通）　ｍａｉｌｂｏｘ＠ｔｏｗｎ．ｏｔｏｆｕｋｅ．ｈｏｋｋａｉｄｏ．ｊｐ

①健康おとふけ２１（第３期）の策定①健康おとふけ２１（第３期）の策定 ②おとふけ生きいきプラン２１（第９期）の策定②おとふけ生きいきプラン２１（第９期）の策定

③おとふけ障がい福祉総合プラン２０２４の策定③おとふけ障がい福祉総合プラン２０２４の策定

　多様化する社会の中で、胎児期から高齢期に至る

までの生涯を通じた健康づくり（ライフコースアプ

ローチ）と、それを支える社会環境の整備により、「町

民が健やかで安心した生活を送ることができるまち

づくり」の実現を目指すための計画です。

▽計画期間　令和６～１７年度

▽ �基本方針　①健康寿命の延伸と健康格差の縮小②

個人の行動と健康状態の改善③社会環境の質の向

上④ライフコースアプローチを踏まえた健康づく

り⑤生きることの包括的な支援による、誰も自殺

に追い込まれることのない地域社会の実現

　高齢者が、可能な限り住み慣れた地域で自分らし

い暮らしを続けることができるよう、「健康で生きが

いを持ち、安心して暮らすことのできるまちづくり」

の実現を目指すための計画です。

▽計画期間　令和６～８年度

▽ �基本方針　①生きがい・健康づくりと、介護予防・

自立支援の推進②医療と介護の連携推進③地域で

支え合う体制の整備④認知症施策の総合的な推進

⑤高齢者の権利擁護の推進⑥ケアラーへの支援⑦

持続可能な介護保険制度の運営⑧サービスの充実

と住まいの整備

　障がいのある人が、その持てる能力と個性を十分に発揮しながら、

地域で生きいきとした生活を送ることができるよう、全ての人が共

に社会の構成員として安心して暮らす「地域共生社会」の考え方に

基づき、「障がいの有無にかかわらず当たり前に生活できるまち」の

実現を目指すための計画です。

▽計画期間　基本計画�令和３～１１年度　実施計画�令和６～８年度

▽ �基本方針　①さまざまな状況を踏まえた支援②子どもの健やかな

育成のための支援③障がいに対する理解や配慮の促進④ＩＣＴ（情

報通信技術）を活用した支援⑤安全・安心を確保するための支援

計画説明会を開催します計画説明会を開催します

　①～③の各計画の概要などについて

の説明会を開催します。

計画 と　き ところ

①
１月２２日㈪

午後６時３０分

共栄

コミセン
②

１月１８日㈭

午後６時３０分

③
１月１９日㈮

午後６時３０分

▲�町ホーム
ページ

パブリックコメントパブリックコメント　　ご意見をお寄せくださいご意見をお寄せください
　　　①�健康おとふけ２１の策定　　　①�健康おとふけ２１の策定

　　　②おとふけ生きいきプラン２１の策定　　　②おとふけ生きいきプラン２１の策定

　　　③おとふけ障がい福祉総合プラン２０２４の策定　　　③おとふけ障がい福祉総合プラン２０２４の策定
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環 境 通 信
おむつなどのごみ出しについておむつなどのごみ出しについて
指定ごみ袋の外装袋の広告募集指定ごみ袋の外装袋の広告募集
プラごみの分別状況調査プラごみの分別状況調査
防犯意識を高めましょう防犯意識を高めましょう

　年末年始は、空き巣や車上ねらいなどの窃盗事

件が増加する傾向にあります。

　犯罪の被害者とならないように防犯意識を高め

て、次のことに注意しましょう。

◆空き巣対策

　出かける前には、自宅の全ての鍵がかかっている

ことをしっかり確認しましょう。

◆車上狙い対策

　車から離れるときはわずかな時間でも施錠し、車

内の窓から見える位置に貴重品などを置かない

ようにしましょう。

◆ひったくり対策

　人通りの少ない場所はできるだけ避け、バッグな

どは建物側に持ちましょう。

◆性犯罪対策

　�できるだけ明るい道を通り、携帯電話や音楽を聴

きながらの歩行はやめましょう。

防犯意識を高めましょう

　町は、指定ごみ袋の外装袋（燃やすごみ１０㍑・１５

㍑）に広告掲載を希望する事業者を募集します。

▽募集対象　十勝管内に事業所や支店がある事業者

▽広告掲載枠の位置　指定ごみ袋の外装袋表面
▽申込期限　１月３１日㈬まで

▽  広告掲載期間　広告印刷をした指定ごみ袋の外装

袋の在庫がなくなるまでの期間

※�詳細は、町ホームページをご覧いた

だくか、役場環境生活課へお問合せ

ください。

指定ごみ袋の外装袋の広告を募集します

　今年度も町で収集したプラごみの分別状況調査を

実施しました。収集したプラごみのうち、正しく分

別されていたのは全体の７０．１％、異物が混入したも

のや汚れが付着していてリサイクルできないものは

２９．９％もあり、中にはライター・ハサミ・乾電池

など重大な事故の原因となる異物が混じっているも

のもありました。今一度ごみの分別について確認し

ていただき、正しいごみの排出をお願いします。

◦�プラごみで出せるのはプラマーク（　　）が付い

たものだけです。

◦�汚れは必ずよく洗い流してください。汚れが落ち

ないものは燃やさないごみの日に出してください。

◦�異物や汚れの確認ができないため、プラごみを入れ

た小袋をまとめて大きな袋に入れないでください。

プラごみの分別状況調査をしました

　おむつ類（紙おむつ、布おむつ、尿とりパッド、

お尻拭き）とストーマ（人工肛門）袋は燃やすごみ

の日に出すことができます。おむつ類については、

透明・半透明の袋に入れてください。ストーマ袋に

ついては、透明・半透明の袋に「医」と記入するか

貼り紙で表示してください。

　また、ごみとして出す前に可能な限り汚物を取り

除き、ストーマ袋についても、排せつ物を必ずトイ

レに流してから出してください。

おむつ・医療系ストーマ袋のごみ出しについて

役場環境生活課環境生活係（内線５６２）

同課地域安全係（内線５６５）

同課温暖化対策係（内線５６７）
問合先
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▽
と
　
き　

１
月
２１
日
㈰
、
午

後
２
時
３０
分
～
４
時
４５
分

▽
と
こ
ろ　

図
書
館

▽
対
　
象　

一
般
町
民

▽
内
　
容　

「
ラ
ー
ゲ
リ
よ
り

愛
を
込
め
て
」

　

出
演
…
二
宮
和
也
、
北
川
景

子
、
松
坂
桃
李
、
中
島
健

人
ほ
か

▽
入
場
料　

無
料

　

１１
月
１
日
に
オ
ー
プ
ン
し
た

「
音
更
町
電
子
図
書
館
」。

　

電
子
書
籍
な
ら
で
は
の
便
利

な
機
能
が
あ
る
の
を
ご
存
じ
で

す
か
。

　

小
説
な
ど
一
部
の
作
品
で

は
、
①
検
索
し
た
ワ
ー
ド
を
含

む
ペ
ー
ジ
に
移
動
で
き
る
本
文

内
検
索
、
②
該
当
ペ
ー
ジ
に
素

早
く
移
動
で
き
る
目
次
機
能
、

③
任
意
の
ペ
ー
ジ
に
し
お
り
を

挟
む
こ
と
が
で
き
る
付
箋
機

能
、
④
文
字
サ
イ
ズ
・
行
間
・

書
体
・
背
景
色
の
変
更
機
能
な

ど
、
そ
の
人
に
合
っ
た
方
法
で

読
書
を
楽
し
む
た
め
の
、
さ
ま

ざ
ま
な
機
能
が
ご
利
用
い
た
だ

け
ま
す
。
電
子
図
書
館
を
使
い

こ
な
し
て
、
年
末
年
始
の
読
書

を
楽
し
み
ま
せ
ん
か
。

◇
今
月
の
１
冊
◇

『
歌
が
誘
う
北
海
道
の
旅
』

藤
尾
均
　
著

新
評
論

　

流
行
歌
・
歌
謡
曲
か
ら
よ
り

す
ぐ
っ
た
北
海
道
の
「
ご
当
地

ソ
ン
グ
」
を
北
海
道
見
聞
体
験

と
と
も
に
紹
介
。
「
函
館
の
女
」

「
霧
の
摩
周
湖
」
と
い
っ
た
有

名
曲
か
ら
地
元
で
し
か
知
ら
れ

て
い
な
い
で
あ
ろ
う
曲
ま
で
、

全
７８
曲
を
収
録
し
て
い
ま
す
。

◇
一
般
書
◇

『
一
億
円
の
犬
』

佐
藤
青
南

　
著

『
ト
コ
ト
ン
や
さ
し
い
発
電
・

送
電
の
本
』

福
田
遵
　
著

『
な
る
よ
う
に
な
る
。』

養
老
孟
司
　
著

『
大
量
消
費
レ
シ
ピ
ヒ
ッ
ト
パ

レ
ー
ド
！
』

市
瀬
悦
子
　
著

◇
児
童
書
◇

『
お
だ
ん
ご
と
ん
』

ガ
タ
ロ
ー
☆
マ
ン
　
作
・
絵

『
ち
い
さ
な
ち
い
さ
な
ゆ
め
の

お
ふ
ろ
』

さ
か
い
さ
ち
え
　
作
・
絵

『
即
伸
び
キ
ッ
ズ
ス
ト
レ
ッ
チ
』

村
山
巧

　
著

『
や
さ
し
く
わ
か
る
食
品
ロ
ス
』

西
岡
真
由
美

　
著

『
大
切
な
子
ど
も
の
守
り
方
』

舟
生
岳
夫

　
著

『
高
齢
者
を
身
近
な
危
険
か
ら

守
る
本
』

森
透
匡
ほ
か

　
監
修

『
Ａ
Ｌ
Ｓ
О
Ｋ
が
教
え
る
お
ひ

と
り
女
子
が
自
分
を
守
る
た
め

の
本
』

Ａ
Ｌ
Ｓ
О
Ｋ
　
監
修

『
あ
な
た
の
ス
マ
ホ
が
と
に
か

く
危
な
い
』

佐
々
木
成
三
　
著

『
泥
棒
は
な
ぜ
「
公
園
に
近
い

家
」
を
狙
う
の
か
？
』

梅
本
正
行
　
著

　

図
書
館
司
書
が
お
す
す
め
の

１
冊
を
紹
介
し
ま
す
。

『
お
ま
え
な
ん
か
に
会
い
た
く

な
い
』

乾
　
ル
カ

　
著

中
央
公
論
新
社

　

高
校
を
卒
業
し
て
１０
年
、
タ

イ
ム
カ
プ
セ
ル
開
封
を
兼
ね
た

同
窓
会
の
案
内
が
届
い
た
。
同

窓
会
の
参
加
を
募
る
Ｓ
Ｎ
Ｓ
も

開
設
さ
れ
盛
り
上
が
る
中
、
Ｓ

Ｎ
Ｓ
に
投
稿
さ
れ
た
の
は
い
じ

め
被
害
者
の
存
在
を
知
ら
せ
る

メ
ッ
セ
ー
ジ
だ
っ
た
。

　

被
害
者
の
タ
イ
ム
カ
プ
セ
ル

に
は
一
体
何
が
入
っ
て
い
る
の

か
…
。
ス
ク
ー
ル
カ
ー
ス
ト
が

テ
ー
マ
の
一
冊
。
同
窓
会
が
近

づ
く
に
つ
れ
、
参
加
者
た
ち
が

追
い
詰
め
ら
れ
て
ゆ
く
心
理
描

写
が
リ
ア
ル
に
表
現
さ
れ
て
お

り
、
最
後
ま
で
目
が
離
せ
な
い

作
品
で
す
。

（
高
瀬
は
る
か
）

お
知
ら
せ

お
知
ら
せ

申
込
・
問
合
先

○
図
書
館
☎
３２
―

２
４
２
４
、

ＦＡＸ
３２
―

２
５
６
６

○
図
書
館
分
館
☎
・
ＦＡＸ
３２
―

４
６
８
８

新
刊
図
書
情
報

新
刊
図
書
情
報

今
月
の
テ
ー
マ

今
月
の
テ
ー
マ

危
険
か
ら
身
を
守
る

危
険
か
ら
身
を
守
る

　
　
『
防
犯
の
本
』

　
　
『
防
犯
の
本
』

も
っ
と
便
利
に
♪

も
っ
と
便
利
に
♪

電
子
図
書
館

電
子
図
書
館

▲電子図書館

図
書
館
ビ
デ
オ
上
映
会

司
書
の

司
書
のお

す
す
め
本

お
す
す
め
本
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ｖｏｌ.2３３

　

音
更
認
定
子
ど
も
園
（
白
木
幸
久
園
長
、
園
児
１
９
０

人
）
は
、
地
域
保
育
参
観
を
開
催
し
ま
し
た
。

　

保
育
参
観
は
、
園
で
の
様
子
を
知
る
唯
一
の
機
会
と
あ

り
、
祖
父
母
や
地
域
の
人
た
ち
延
べ
１
０
０
人
の
参
観
。

　

白
木
園
長
が
「
久
し
ぶ
り
の
開
催
で
す
。
今
後
も
子
ど

も
た
ち
を
温
か
く
見
守
っ
て
く
だ
さ
い
」
と
あ
い
さ
つ
。

　

く
わ
が
た
組
や
と
ん
ぼ
組
な
ど
１１
組
の
参
観
後
、
遊
戯

室
に
集
合
。
４
歳
児
か
ら
は
、
祖
父
母
と
一
緒
に
手
遊
び

を
楽
し
み
、
５
歳
児
か
ら
は
「
き
っ
と
あ
り
が
と
う
」
の

歌
や
「
ま
た
き
て
ね
」
と
書
い
た
手
作
り
の
カ
ー
ド
を
お

じ
い
ち
ゃ
ん
お
ば
あ
ち
ゃ
ん
に
プ
レ
ゼ
ン
ト
す
る
と
会
場

内
は
、
拍
手
と
温
か
い
笑
顔
に
包
ま
れ
て
い
ま
し
た
。

　

町
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
本
部
（
池
田
啓
一
郎
会
長
）
主
催

の
ボ
ー
ル
運
動
交
流
会
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

３７
登
録
団
体
の
う
ち
７
団
体
、
２８
人
の
小
中
学
生
が
参

加
し
ま
し
た
。

 

十
勝
ス
カ
イ
ア
ー
ス
所
属
の
横
野
選
手
ら
が
競
技
内
容

を
説
明
、
進
行
を
し
ま
し
た
。

　

参
加
者
は
チ
ー
ム
対
抗
で
ボ
ー
ル
を
的
に
当
て
た
り
、

ゴ
ム
ボ
ー
ル
を
コ
ー
ン
に
乗
せ
て
リ
レ
ー
す
る
な
ど
、
全

９
種
目
を
競
い
ま
し
た
。

 

フ
ル
コ
ン
タ
ク
ト
空
手
所
属
の
鈴
木
吉よ

し
ま
さ征

さ
ん
は
「
ボ

ー
ル
運
動
は
好
き
な
の
で
、
楽
し
く
参
加
で
き
た
」
と
話

を
し
て
く
れ
ま
し
た
。

このコーナーでは、ふるさと通信員が取材した身近な地域の話題を紹介します。なお、町では

通信員を募集しています（活動はボランティアでお願いしています）。広報活動に興味のある人は、

役場広報広聴課広報係（内線２１６）にご連絡ください。

高
たかだ

田徹
てつこ

子通信員

地
域
保
育
参
観
に

１
０
０
人

石
いしだ

田尚
ひさよ

世通信員

ス
ポ
ー
ツ
少
年
団

交
流
会
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プロの指導を受け

スナッグゴルフ体験

サンドームおとふけで開催したチャレ

ンジスポーツ教室でスナッグゴルフ体

験を行い、６人の小学生が参加しまし

た。ＰＧＡ北海道プロゴルフ会会長の

千葉晃太プロら３人のプロゴルファー

を講師に招き、子どもたちはクラブの

握り方やスイングの仕方のレクチャー

を受けました。実践では、離れた場所

に設置した的に向けてボールを打ち、

的に当たると子どもたちは大喜び。屋

内でもできるゴルフを楽しみました。

１１/２５

短大看護学生と

タウンミーティング

小野町長と帯広大谷短大看護学科の学

生８人がまちづくりについて同短大で

意見交換をしました。学生は普段から

感じている町の魅力や短大の学習環境

のメリットについて話したほか、ふれ

あい住宅の環境整備や短大前の街路灯

整備などについて提案がありました。

小野町長は「いただいたご意見を今後

のまちづくりに生かしたい。看護学科

の１期生となった皆さんの活躍を期待

している」とエールを送りました。

１１/２７
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写真に思いを込めて

十勝エゾリス写真クラブ１１/２１

十勝エゾリス写真クラブ（田中ツヤ子会長、会員

１９人）は、１１月２１日～１２月３日に第１８回作品展を

図書館で開催。会員が撮影した動物の愛らしい姿や

風景など、さまざまなジャンルの作品５１点を展示

し、来館者を楽しませました。田中会長は「写真は

生きる喜び。写真が好きという会員の気持ちをこの

作品展に込めることができた」と話していました。

小樽商科大学の音更サテライト開設を記念し、オー

プニングイベントが昭和商学校で開催されました。

音更サテライトは、町と同大学が昨年８月に締結し

た包括連携協定に基づき設置されたもので、同大学

の穴沢眞学長は「サテライトが設置できたことを関

係各位に感謝する。働きながら大学の授業を受けら

れるような仕組みづくりを進めたい」と述べました。

小樽商科大学が

昭和商学校にサテライト開設１１/１０

小中学生陶芸教室が生涯学習センターの陶芸室で開

催され、１６人が参加しました。音更陶芸研究会の

会員が講師を務め、参加者は講師からアドバイスを

もらいながら、マグカップや花瓶など好みの陶器を

作成しました。お皿を作成した鈴蘭小５年の丹
た ん

綾
あ や ね

音

さんは「形を整えるのが難しかった。お皿はおかず

を食べるのに使いたい」と話していました。

何を作ろうかな

陶器作りにチャレンジ１１/１８

道の駅おとふけで防災訓練

災害への備えを確認１１/２０

道の駅おとふけで大規模地震の発生を想定した防災

訓練が行われ、町や国などの関係機関や道の駅の飲

食店従業員など約１２０人が参加しました。道の駅の

駐車場を防災拠点とした関係機関車両の展開訓練を

行ったほか、女性消防団によるＡＥＤによる心肺蘇

生の訓練や陸上自衛隊による給食支援訓練も行うな

ど、参加者は大規模災害への備えを確認しました。　　
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令
和
５
年
度
　

令
和
５
年
度
　

　
読
書
感
想
文
コ
ン
ク
ー
ル

　
読
書
感
想
文
コ
ン
ク
ー
ル

　
　
　
入
選
者
が
決
ま
り
ま
し
た

　
　
　
入
選
者
が
決
ま
り
ま
し
た

　
図
書
館
で
は

　
今
年
度
も
読
書
に
親
し
み
感
動
す
る
心
を
育
て
る

こ
と
を
目
的
に
読
書
感
想
文
コ
ン
ク
ー
ル
を
実
施
し
ま
し
た
。

　
小
中
学
生
４３
人
か
ら
応
募
が
あ
り
、
審
査
の
結
果
、
次
の
と
お
り

入
選
者
が
決
定
し
ま
し
た
の
で
ご
紹
介
し
ま
す
。

　

課
題
図
書
の
部【

敬
称
略
】

《
最
優
秀
》

工
藤　

美
愛
（
鈴
蘭
小
２
年
）

及
川　

ひ
ま
り
（
下
音
更
小
３
年
）

川
真
田　

萌
黄
（
下
音
更
小
３
年
）

吉
井　

葉
結
来
（
木
野
東
小
４
年
）

水
野　

姫
愛
（
音
更
小
５
年
）

山
田　

龍
弥
（
東
士
幌
小
５
年
）

山
田　

麻
里
衣
（
音
更
小
６
年
）

《
優
秀
》

い
の
こ　

そ
う
す
け
（
下
音
更
小

１
年
）

稲
船　

絵
菜
（
木
野
東
小
２
年
）

葛
西　

一
花
（
鈴
蘭
小
２
年
）

鈴
木　

陽
都
葉
（
音
更
小
３
年
）

伊
織　

紗
来
（
下
音
更
小
３
年
）

千
田　

弥
生
（
下
音
更
小
３
年
）

猪
子　

寧
音
（
下
音
更
小
４
年
）

葛
西　

柚
花
（
鈴
蘭
小
５
年
）

山
口　

美
空
（
音
更
小
６
年
）

横
田　

滉
大
（
緑
陽
台
小
６
年
）

　

自
由
図
書
の
部【

敬
称
略
】

《
最
優
秀
》

新
谷　

直
輝
（
緑
陽
台
小
３
年
）

新
谷　

遥
輝
（
緑
陽
台
小
３
年
）

清
水　

陽
叶
（
木
野
東
小
６
年
）

中
島　

伶
（
木
野
東
小
６
年
）

横
澤　

紗
映
（
共
栄
中
３
年
）

《
優
秀
》

吉
間　

千
夏
（
東
士
幌
小
２
年
）

工
藤　

瑠
七
（
木
野
東
小
３
年
）

工
藤　

陽
輝
（
木
野
東
小
５
年
）

永
澤　

唯
衣
（
共
栄
中
３
年
）

《
佳
作
》

さ
と
う　

な
お（
東
士
幌
小
１
年
）

田
崎　

由
依
（
下
音
更
小
２
年
）

千
葉　

遥
輝
（
緑
陽
台
小
３
年
）

奥
村　

佳
音
（
音
更
小
５
年
）

上
野
山　

虹
心
（
駒
場
小
５
年
）

問  

合
先　

図
書
館
☎
３２

－

２
４

　

２
４
、
℻
３２

－

２
５
６
６

　

１２
月
７
日
㈭
、
ふ
れ
あ
い
交
流

館
で
４
年
ぶ
り
の
開
催
と
な
る
生

涯
学
習
講
座
「
年
越
し
手
打
ち
そ

ば
教
室
」
が
開
催
さ
れ
、
１４
人
が

参
加
し
ま
し
た
。
２
人
ず
つ
７
グ

手
打
ち
そ
ば
教
室
が

行
わ
れ
ま
し
た

西
岡　

璃
乃
（
共
栄
中
２
年
）

《
佳
作
》

の
ざ
わ　

あ
や
な（
柳
町
小
１
年
）

野
澤　

ひ
な
た
（
柳
町
小
３
年
）

山
本　

倖
叶
（
音
更
小
５
年
）

藤
平　

愛
生
（
東
士
幌
小
５
年
）

佐
々
木　

咲
葉
（
音
更
小
６
年
）

山
口　

葵
（
音
更
小
６
年
）

ル
ー
プ
に
分
か
れ
、
講
師
の
音
更

蕎
麦
研
究
会
員
か
ら
ア
ド
バ
イ
ス

を
い
た
だ
き
、
そ
ば
打
ち
に
挑
戦

し
ま
し
た
。

　

最
初
に
講
師
が
お
手
本
と
な
る

実
技
を
披
露
し
、
参
加
者
は
講
師

が
見
守
る
中
、
二
八
そ
ば
（
そ
ば

粉
８
割
に
対
し
つ
な
ぎ
粉
を
２
割

に
し
た
そ
ば
）
を
打
ち
ま
し
た
。

　

最
後
に
講
師
が
デ
モ
ン
ス
ト
レ

ー
シ
ョ
ン
で
打
っ
た
そ
ば
を
使

い
、
麺
の
ゆ
で
方
を
学
び
ま
し

た
。

　

初
め
て
そ
ば
を
打
っ
た
参
加
者

は
、
「
そ
ば
粉
に
水
を
注
ぐ
水
ま

わ
し
が
難
し
か
っ
た
が
、
丁
寧
に

こ
つ
を
教
え
て
も
ら
い
、
た
め
に

な
っ
た
」
と
感
想
を
述
べ
て
い
ま

し
た
。

　

本
を
読
む
こ
と
に
よ
っ
て
、
言

葉
を
学
び
、
感
性
を
磨
き
、
表
現

力
を
高
め
、
創
造
力
を
養
う
こ
と

が
で
き
ま
す
。
ま
た
、
本
か
ら
得

ら
れ
る
知
識
や
感
動
は
人
生
を
豊

か
に
し
て
く
れ
ま
す
。
こ
の
読
書

感
想
文
コ
ン
ク
ー
ル
を
き
っ
か
け

に
、
今
後
も
た
く
さ
ん
の
本
に
触

れ
、
読
書
を
楽
し
ん
で
い
た
だ
き

た
い
と
思
い
ま
す
。

▲�講師にこつを聞きながら水まわしをする参加者
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手
打
ち
麺
を
楽
し
む
会

　
手
打
ち
麺
を
楽
し
む
会

　
　
　
　
を
開
催
し
ま
す

　
　
　
　
を
開
催
し
ま
す

　

教
育
委
員
会
は
郷
土
の
食
文
化

を
伝
え
る
講
座
を
開
催
し
ま
す
。

▽ 

と
　
き　

１
月
２６
日
㈮
、
午
前

１０
時
～
正
午

▽
と
こ
ろ　

ふ
れ
あ
い
交
流
館

▽ 

対
象
者　

町
内
在
住
ま
た
は
在

勤
の
成
人

▽ 

内
　
容　

昭
和
初
期
に
活
躍
し

た
小
野
式
製
麺
機
を
使
っ
て
二

種
類
の
麺
（
十
勝
産
小
麦
の
う

ど
ん
と
ラ
ー
メ
ン
）
を
打
ち
ま

す
。
作
っ
た
麺
を
使
い
、
ほ
う

と
う
と
担
々
麺
の
作
り
方
の
デ

モ
ン
ス
ト
レ
ー
シ
ョ
ン
を
行
い

ま
す
。

▽ 

講
　
師　

生
涯
学
習
課
食
育
・

食
文
化
プ
ロ
デ
ュ
ー
サ
ー　

浦

木
明
子

▽ 

定
　
員　

８
人
（
応
募
多
数
の

場
合
は
抽
選
し
、
後
日
全
員
に

結
果
を
連
絡
し
ま
す
）

▽ 

材
料
費　

千
円
（
う
ど
ん
３
人

前
、
ラ
ー
メ
ン
３
人
前
を
持
ち

帰
り
ま
す
。
濃
縮
タ
レ
付
き
）

▽ 

持
ち
物　

エ
プ
ロ
ン
、
三
角
巾
、

タ
オ
ル
、
持
ち
帰
り
容
器
２
個

▽ 

申
込
方
法　

電
話
ま
た
は
下
記

の
申
し
込
み
フ
ォ
ー
ム
で
受
け

付
け
ま
す
。
電
話
は
平
日
午
前

９
時
～
午
後
５
時
。

　
陶
芸
作
品
展

　
陶
芸
作
品
展

　
　
　
　
を
開
催
し
ま
す

　
　
　
　
を
開
催
し
ま
す

　

教
育
委
員
会
は
、
１１
月
１８
日
㈯

に
行
っ
た
生
涯
学
習
講
座
「
体

験
！
小
中
学
生
陶
芸
教
室
」
で
制

作
し
た
陶
芸
品
の
作
品
展
を
開
催

し
ま
す
（
入
場
無
料
）。

　

陶
芸
教
室
の
様
子
に
つ
い
て

は
、
１１
ペ
ー
ジ
の
ま
ち
の
話
題
に

掲
載
し
て
い
ま
す
の
で
、
ぜ
ひ
併

せ
て
ご
覧
く
だ
さ
い
。

▽ 

と
　
き　

１
月
１１
日
㈭
～
１９
日

㈮
、
午
前
９
時
～
午
後
５
時
（
休

館
日
の
１７
日
㈬
を
除
く
）

▽
と
こ
ろ　

生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー

▽ 

展
示
作
品　

お
皿
や
マ
グ
カ
ッ

プ
、
花
瓶
な
ど
１６
作
品
（
予
定
）

問
合
先　

教
育
委
員
会
生
涯
学
習

課
（
内
線
７
７
４
）

青
少
年
だ
よ
り
　

青
少
年
だ
よ
り
　

か
け
橋
通
信

か
け
橋
通
信

　

令
和
４
年
度
は
不
審
者
だ
け
で

は
な
く
、
変
質
者
（
下
半
身
露
出

な
ど
）
も
複
数
件
発
生
す
る
よ
う

に
な
り
、
過
去
に
類
を
み
な
い
発

生
件
数
と
な
り
ま
し
た
。

　

し
か
し
今
年
度
は
、
町
の
さ
ま

ざ
ま
な
取
り
組
み
や
、
警
察
と
の

ス
ピ
ー
デ
ィ
ー
な
連
携
に
よ
り
、

少
し
ず
つ
落
ち
着
き
を
取
り
戻
す

こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　

今
後
防
犯
パ
ト
ロ
ー
ル
や
登
下

校
時
の
子
ど
も
の
見
守
り
活
動
の

取
り
組
み
を
徹
底
し
、
地
域
ぐ
る

み
で
不
審
者
や
犯
罪
か
ら
子
ど
も

た
ち
を
守
り
ま
し
ょ
う
。

▽ 

申
込
期
間　

１
月
４
日
㈭
～

１５
日
㈪

申 

込
・
問
合
先　

教
育
委
員
会
生

涯
学
習
課
（
内
線
７
７
６
） ▲�申し込み

　フォーム

　
令
和
５
年
度
は
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
予
防
に
対
す
る

行
動
制
限
が
撤
廃
さ
れ
、
少
し
ず
つ
で
は
あ
り
ま
す
が
、
子
ど
も
た

ち
が
積
極
的
に
活
動
で
き
る
機
会
が
増
え
て
き
た
年
と
な
り
ま
し

た
。

　
ま
だ
ま
だ
感
染
拡
大
の
不
安
が
続
く
状
況
で
は
あ
り
ま
す
が
、
子

ど
も
た
ち
が
痛
ま
し
い
事
故
や
事
件
に
巻
き
込
ま
れ
る
こ
と
な
く
、

健
や
か
に
成
長
す
る
こ
と
を
願
っ
て
、
家
庭
、
学
校
、
地
域
み
ん
な

で
子
ど
も
た
ち
を
見
守
り
、
大
切
に
育
て
て
い
き
ま
し
ょ
う
。

　

北
海
道
の
小
学
生
の
交
通
事
故

に
よ
る
死
傷
者
数
は
、
年
々
減
少

傾
向
に
あ
り
ま
す
が
、
小
学
校
低

学
年
の
事
故
は
、
依
然
と
し
て
全

体
の
約
７
割
を
占
め
て
お
り
、
学

校
に
慣
れ
始
め
た
５
月
こ
ろ
に
な

る
と
、
１
年
生
の
登
下
校
に
お
け

る
歩
行
中
の
事
故
が
増
え
る
傾
向

が
あ
り
ま
す
。
特
に
低
学
年
の
子

ど
も
た
ち
に
は
、
日
頃
か
ら
交
通

安
全
の
基
本
的
な
ル
ー
ル
を
繰
り

返
し
教
え
ま
し
ょ
う
。

　

近
年
増
え
続
け
る
子
ど
も
た
ち

を
巻
き
込
ん
だ
さ
ま
ざ
ま
な
ネ
ッ

ト
ト
ラ
ブ
ル
に
対
す
る
対
策
と
し

て
、
町
で
は
家
庭
内
で
の
ル
ー
ル

づ
く
り
や
フ
ィ
ル
タ
リ
ン
グ
設
定

を
呼
び
か
け
て
い
ま
す
。

　

親
子
相
互
の
認
識
に
ず
れ
が
な

い
よ
う
、
し
っ
か
り
と
確
認
し
合

い
、
取
り
組
ん
で
い
き
ま
し
ょ
う
。

　

子
ど
も
た
ち
の
ラ
イ
フ
ス
タ
イ

ル
や
興
味
関
心
が
時
代
と
と
も
に

変
化
し
、
昔
の
よ
う
に
深
夜
に
遊

び
歩
い
た
り
、
補
導
さ
れ
た
り
す

る
よ
う
な
こ
と
は
少
な
く
な
っ
て

き
ま
し
た
。

　

し
か
し
そ
の
一
方
で
、
非
行
の

パ
タ
ー
ン
は
よ
り
複
雑
化
し
て
い

ま
す
。
日
頃
か
ら
規
範
意
識
を
高

め
、
温
か
い
家
庭
環
境
と
地
域
社

会
を
築
き
ま
し
ょ
う
。

不
審
者 

・ 

防
犯

交
通
安
全

ネ
ッ
ト
ト
ラ
ブ
ル

非
行
防
止
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音更町ＨＰ

長
ぐ
つ
ア
イ
ス
ホ
ッ
ケ
ー

大
会
を
開
き
ま
す

　

ア
イ
ス
ホ
ッ
ケ
ー
協
会
は
「
町

民
長
ぐ
つ
ア
イ
ス
ホ
ッ
ケ
ー
大

会
」
を
開
き
ま
す
。

　

ス
ケ
ー
ト
未
経
験
者
で
も
長
ぐ

つ
で
プ
レ
ー
す
れ
ば
条
件
は
同
じ

に
な
り
ま
す
。
仲
間
と
楽
し
く
汗

を
流
し
ま
せ
ん
か
。

▽ 

と　

き　

２
月
３
日
㈯
、
午
前

９
時
（
受
け
付
け
は
午
前
８
時

３０
分
）

▽ 

と
こ
ろ　

町
営
ア
イ
ス
ホ
ッ
ケ

　

ー
場

▽ 

種　

別　

小
学
生
の
部
、
中
学

生
以
上
の
部

※ 

中
学
生
以
上
の
部
は
、
試
合
中

の
氷
上
に
女
性
が
２
人
以
上
い

な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

▽ 

試
合
方
法　

前
・
後
半
５
分
の

計
１０
分
間
で
す
。
ブ
ロ
ッ
ク
に

よ
る
予
選
を
行
い
、
上
位
チ
ー

ム
で
決
勝
戦
を
行
い
ま
す
。

▽ 

チ
ー
ム
構
成　

キ
ャ
プ
テ
ン
・

ゴ
ー
ル
キ
ー
パ
ー
各
１
人
、
デ

　

 

ィ
フ
ェ
ン
ス
・
フ
ォ
ワ
ー
ド
各

３
人
、
補
欠
２
人
の
計
１０
人
以

内
（
最
低
８
人
）

▽ 

参
加
料　

１
５
０
０
円
（
傷
害

保
険
料
込
み
）

▽ 

持
ち
物　

長
ぐ
つ
（
ゴ
ム
ま
た

は
合
成
樹
脂
製
品
の
も
の
。
金

具
な
ど
の
滑
り
止
め
が
付
い
た

も
の
は
使
用
不
可
）、
手
袋

※ 

ヘ
ル
メ
ッ
ト
な
ど
は
協
会
で
準

備
し
ま
す
。

▽ 

申
込
方
法　

１
月
２６
日
㈮
ま
で

に
電
話
で
申
し
込
ん
で
く
だ
さ

い
。　

申
込
・
問
合
先　

ア
イ
ス
ホ
ッ
ケ

　

 

ー
協
会　

髙
野

さ
ん

☎
０
９
０

－
２
８
１
１

－

９
１
６
２

１
月
の
健
康
相
談
・

　
　
栄
養
相
談
の
日
程

　

保
健
師
・
管
理
栄
養
士
が
、
身

体
や
こ
こ
ろ
の
健
康
に
関
す
る
相

談
や
、
健
診
結
果
の
見
方
、
簡
易

的
な
認
知
機
能
検
査
、
体
の
状
態

に
合
わ
せ
た
食
事
の
ア
ド
バ
イ
ス

な
ど
を
行
っ
て
い
ま
す
。
お
気
軽

に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

日 時　間 場　所

１
月
１６
日
㈫

９：３０～

１１：３０
音 更 町 役 場

１３：００～

１４：２０

１５：００～

１６：３０
帯 広 徳 洲 会 病 院

１
月
１７
日
㈬

９：００～

９：５０

北 海 道 電 力 ネ ッ ト ワ ー ク ㈱

道 東 統 括 支 店 電 力 部

１０：３０～

１２：００
音 更 町 農 業 協 同 組 合

１３：４５～

１６：３０
㈱ ダ イ イ チ オ ー ケ ー 店

１
月
１８
日
㈭

９：００～

９：５０
音 更 消 防 署

１０：３０～

１１：２０
音 更 町 保 健 セ ン タ ー

１３：１５～

１４：４０
家畜改良センター十勝牧場

１５：３０～

１６：３０
音 更 宏 明 館 病 院

　左表の日程で、移動

献血車「ひまわり号」

を運行します。

※�当日の状況により献

血車の到着が遅れる

場合があります。

※�血液の在庫状況によ

り２００ｍｌの献血が

できない場合があり

ます。

問�合先　保健センタ

ー内健康推進課☎

４２－２７１２、FAX４２－

２７１３

献血にご協力をお願いします献血にご協力をお願いします

　

音
更
歩
く
ス
キ
ー
の
会
は
、
冬

季
の
毎
週
日
曜
日
に
ツ
ア
ー
を
計

画
し
、
冬
の
運
動
不
足
解
消
と
健

康
維
持
を
目
的
に
活
動
し
て
い
ま

す
。
初
め
て
の
人
の
参
加
も
大
歓

迎
で
す
。

　

な
お
、
夏
季
に
は
５
回
ほ
ど
ト

レ
ッ
キ
ン
グ
を
計
画
し
て
い
ま
す
。

▽ 

と　

き　

１
月
７
日
～
３
月
２４

日
の
毎
週
日
曜
日

▽
参
加
料　

５
０
０
円
～

※ 

詳
細
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ

い
。

申 

込
・
問
合
先　

音
更
歩
く
ス
キ

ー
の
会
会
長　

久
保

さ
ん

☎
０
９

　

０

－

９
０
８
２

－

５
８
７
６
、

　

FAX
３１

－

８
６
４
２

一
緒
に
歩
く
ス
キ
ー
を

し
ま
せ
ん
か

▼

日
程
表

日

場
所

受
付
時
間

１
月
１１
日
㈭

保
健
セ
ン
タ
ー

午
前
９
時

３０
分
～
１１

時

１
月
２４
日
㈬

木
野
コ
ミ
セ
ン

※ 

相
談
は
予
約
制
で
す
。
相
談
日

の
前
日
ま
で
に
健
康
推
進
課
に

連
絡
し
て
く
だ
さ
い
。

申 

込
・
問
合
先　

保
健
セ
ン
タ
ー

　

 

内
健
康
推
進
課
☎
４２

－

２
７
１

　

２
、
FAX
４２

－

２
７
１
３
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スポーツ 保健・介護 催 し 募 集 そ の 他

通
所
型
介
護
予
防
事
業

す
ま
い
る
に
通
い
ま
せ
ん
か

　

町
は
、
要
介
護
状
態
と
な
る
こ

と
を
予
防
し
、
自
立
し
た
生
活
を

続
け
る
た
め
に
、
仲
間
と
交
流
し

な
が
ら
介
護
予
防
に
取
り
組
む
、

送
迎
付
き
の
介
護
予
防
事
業
を
行

っ
て
い
ま
す
。
介
護
予
防
に
取
り

組
み
た
い
人
は
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

▽ 

と　

き　

月
曜
日
～
金
曜
日
の

週
１
回
、
午
前
１０
時
～
午
後
３

時
３０
分

※
定
員
あ
り

▽ 

と
こ
ろ　

保
健
セ
ン
タ
ー

▽
対　

象

◦�

６５
歳
以
上
で
「
基
本
チ
ェ
ッ
ク

リ
ス
ト
」
の
結
果
、
生
活
機
能

低
下
が
認
め
ら
れ
た
人

◦�

要
支
援
認
定
者
で
、
他
の
通
所

サ
ー
ビ
ス
や
介
護
予
防
事
業
を

利
用
し
て
い
な
い
人

※ 

本
人
の
状
態
に
よ
っ
て
は
、
別

の
事
業
を
紹
介
す
る
こ
と
も
あ

り
ま
す
の
で
ご
了
承
く
だ
さ
い
。

▽
内　

容

◦
看
護
師
な
ど
に
よ
る
体
調
確
認

◦
運
動
プ
ロ
グ
ラ
ム

◦
口
腔
体
操

◦
ゲ
ー
ム
や
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン

◦
脳
ト
レ
ー
ニ
ン
グ

◦
入
浴
（
希
望
者
）

◦
昼
食

※ 

自
宅
か
ら
会
場
ま
で
の
送
迎
が

付
き
ま
す
。

▽
利
用
料　

１
回
９
０
０
円

※ 

市
町
村
民
税
非
課
税
世
帯
の
人

お
よ
び
生
活
保
護
世
帯
の
人
は

６
２
５
円

申 

込
・
問
合
先　

お
住
ま
い
の
地

域
を
担
当
す
る
地
域
包
括
支
援

セ
ン
タ
ー

◦
ら
ん
ら
ん
☎
６７

－

７
０
９
０

◦
ほ
ほ
え
み
☎
３２

－

５
１
５
１

◦
ロ
ー
タ
ス
音
更
☎
６７

－

７
８
６

　

３
※ 

担
当
の
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ

ー
が
不
明
の
場
合
は
、
保
健
セ

ン
タ
ー
内
高
齢
者
福
祉
課
包
括

支
援
係
☎
３２

－

４
５
６
７
へ
お

問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

お
お
そ
で
く
ん
キ
ッ
チ
ン

参
加
者
募
集

　

音
更
町
食
の
モ
デ
ル
地
域
実
行

協
議
会
は
、
第
４
回
お
お
そ
で
く

ん
キ
ッ
チ
ン
を
開
催
し
ま
す
。

▽ 

と　

き　

１
月
２８
日
㈰
、
午
前

１０
時
～
午
後
１
時
３０
分

▽ 

と
こ
ろ　

ふ
れ
あ
い
交
流
館

▽ 

対　

象　

町
内
在
住
の
「
料
理

を
し
た
い
」
と
い
う
気
持
ち
が

あ
る
年
中
児
～
小
学
１
年
生

▽
メ
ニ
ュ
ー　

１
汁
２
菜
の
和
食

▽ 

講　

師　

ふ
れ
あ
い
交
流
館
技

術
ア
ド
バ
イ
ザ
ー

▽ 

定　

員　

９
人
（
応
募
者
多
数

の
場
合
は
抽
選
と
し
ま
す
。
）

▽ 

参
加
料　

７
０
０
円
（
傷
害
保

険
料
込
み
）

▽ 

申
込
方
法　

電
話
、
フ
ァ
ク
ス
、

申
し
込
み
フ
ォ
ー
ム
で
受
け
付

け
ま
す
。

　

 

電
話
は
水
曜
日
（
休
館
日
）
を

除
く
午
前
９
時
～
午
後
５
時
、

フ
ァ
ク
ス
は
任
意
の
用
紙
に
住

所
、
電
話
番
号
、
子
ど
も
の
氏

名
と
ふ
り
が
な
、
年
齢
、
保
護

者
の
氏
名
を
記
入
し
て
送
信
し

て
く
だ
さ
い
。

　

 

申
し
込
み
フ
ォ
ー
ム
は
「
お
お

そ
で
く
ん
キ
ッ
チ
ン
参
加
申
し

込
み
フ
ォ
ー
ム
」
に
入
力
し
、

送
信
し
て
く
だ
さ
い
。

▽ 
申
込
期
限　

１
月
９
日
㈫
、
午

後
３
時
ま
で

▽ 

そ
の
他　

調
理
は
子
ど
も
だ
け

で
行
う
た
め
、
保
護
者
は
「
見

守
り
」
に
徹
し
て
く
だ
さ
い
。

申 

込
・
問
合
先　

ふ
れ
あ
い
交
流

館
☎
４２

－

６
６
０
０
、
℻
４２

－

６
６
０
１

▲申し込み
　フォーム

　令和６年１月から、国民健康保険の被保険者が出産する場合、出産前後の一定期間の保険税を減額す

る制度が始まります

▽  対象者　音更町の国民健康保険に加入している人で、１１月以降に出産予定または出産した人

▽  対象期間　出産月（または出産予定月）の前月からの４カ月間。多胎妊娠の場合は、出産月（または

出産予定月）の３カ月前からの６カ月間

▽  減額内容　出産する被保険者の対象期間分の国民健康保険税（所得割額および均等割額）を減額します。

※令和５年度においては、１月より前の期間は減額の対象となりません。

▽  制度を利用するには　届け出が必要です。届出書は役場町民課国保医療係または木野支所の窓口に備え

てあります。母子健康手帳など出産や妊娠が確認できる書類と届出者の本人確認書類をご持参ください。

※出産予定日の６カ月前から届け出ができます。

問合先　役場町民課国保医療係（内線５４６）

３カ月前 ２カ月前 １カ月前
出産

（予定月）
１カ月後 ２カ月後

単胎妊娠 〇 〇 〇 〇

多胎妊娠 〇 〇 〇 〇 〇 〇

▲ 

減額の対象となる産前産後期間

産前産後期間の国民健康保険税が減額されます産前産後期間の国民健康保険税が減額されます
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地
場
産
大
豆
で

親
子
み
そ
づ
く
り

　

音
更
大
袖
振
大
豆
を
使
っ
て
、

親
子
で
み
そ
を
作
り
ま
せ
ん
か
。

▽ 

と　

き　

１
月
２０
日
㈯
、
午
後

１
時
～
４
時

▽
と
こ
ろ　

ふ
れ
あ
い
交
流
館

▽ 

対　

象　

町
内
在
住
の
小
学
生

の
親
子

▽ 

講　

師　

ふ
れ
あ
い
交
流
館
技

術
ア
ド
バ
イ
ザ
ー

▽ 

定　

員　

５
組
１０
人
（
定
員
を

超
え
た
場
合
は
抽
選
と
し
ま

す
）

▽ 

参
加
料　

１
５
０
０
円
（
約
５

㌔
の
み
そ
が
作
れ
ま
す
）

▽ 

申
込
方
法　

１
月
９
日
㈫
ま
で

の
水
曜
日
（
休
館
日
）
を
除
く

午
前
９
時
～
午
後
５
時(

最
終

日
は
午
後
３
時
ま
で)

に
電
話

ま
た
は
申
し
込
み
フ
ォ
ー
ム
か

ら
申
し
込
ん
で
く
だ
さ
い
。

申 

込
・
問
合
先　

ふ
れ
あ
い
交
流

館
☎
４２

－

６
６
０
０
、
℻
４２

－
６
６
０
１

▲申し込み
　フォーム

消
防
出
初
式
を行

い
ま
す

　

音
更
町
消
防
団
は
、
町
民
の
生

命
と
財
産
を
守
り
、
災
害
の
な
い

明
る
い
ま
ち
を
目
指
し
て
消
防
出

初
式
を
行
い
ま
す
。

　

こ
れ
に
伴
い
、
当
日
の
午
前
８

時
に
町
内
全
域
で
サ
イ
レ
ン
を
鳴

ら
し
ま
す
。

▽ 

と　

き　

１
月
７
日
㈰
、
午
前

９
時

▽
と
こ
ろ　

共
栄
コ
ミ
セ
ン

問 

合
先　

音
更
消
防
署
庶
務
課
☎

３０

－

３
３
２
２
、
FAX
３０

－
３
３

　

２
４

　町は、小学校の授業終了後に、学童保育所に入

所する児童（小学１～６年生）を募集します。また、

保護者の就労体系の多様化に対応するため、長期

休業期間の「短期入所」も行っていますので、ご利

用ください。

▽  対象児童　

◦�通年入所…年間を通じて、小学校下校後に保護

者の就労などにより家庭で保育できない児童

◦�短期入所…長期休業（春・夏・冬休み）期間中に、

保護者の就労などにより家庭で保育できない児童

▽  受付期間

◦�通年入所…１月２２日㈪～２月１６日㈮の開所時間

内（日曜日・祝日を除く）

◦�短期入所…長期休業期間前にお知らせします。

▽  受付・書類配布場所　入所を希望する学童保育

所

▽保育料など　

◦�通年入所（月額）…保育料３千円、おやつ代２

　千円程度

◦�短期入所（日額）…保育料１２０円、おやつ代８０

　円程度

※�傷害保険負担金年額２１０円（予定）や、行事な

どに必要な経費は別途実費徴収します。

問�合先　役場子ども福祉課保育支援係（内線５３８）

学童保育所名 住　所 電話番号 運営主体

ひまわりの家 大通１０丁目６ ４２－２８６０ 社会福祉法人

音更福祉事業協会駒場 駒場北町２ ４４－２２２６

鈴蘭 すずらん台北町２丁目１ ３１－４８９９

社会福祉法人

元気の里とかち

下音更 木野西通１３丁目６ ３１－６０３６

木野東の家 木野東通５丁目６ ３１－０８０９

下士幌 字下士幌北２線東４９ ３０－７８２２

柳町 木野大通東１６丁目４ ３１－１４５１ 株式会社

ヨシダホーム緑陽台 字下音更北７線西７ ３１－７２４８

令和６年度 学童保育所入所児童を募集します令和６年度 学童保育所入所児童を募集します

エ
コ
ロ
ジ
ー
パ
ー
ク

イ
ベ
ン
ト
の
お
知
ら
せ

　

十
勝
エ
コ
ロ
ジ
ー
パ
ー
ク
は
、

ウ
ィ
ン
タ
ー
フ
ェ
ス
最
大
の
イ
ベ

ン
ト
「
２
０
２
４
エ
コ
パ
冬
ま
つ

り
」
を
開
催
し
ま
す
。

　

氷
の
滑
り
台
や
子
ど
も
ボ
ブ
ス

レ
ー
、
グ
ル
メ
や
物
販
、
餅
・
菓

子
ま
き
な
ど
を
み
ん
な
で
楽
し
み

ま
し
ょ
う
。

▽ 

と　

き　

１
月
２１
日
㈰
、
午
前

１０
時
～
午
後
４
時

▽
参
加
料　

一
部
有
料

問 

合
先　

十
勝
エ
コ
ロ
ジ
ー
パ
ー

ク
管
理
事
務
所
☎
３２

－

６
７
８

　

０
、
FAX
３２

－

６
７
８
５
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スポーツ 保健・介護 催 し 募 集 そ の 他

確定申告・町道民税の申告が始まります確定申告・町道民税の申告が始まります

申告期間（土・日曜日、祝日を除く） 受付会場 受付時間

２月１日㈭～２月９日㈮  総合福祉センター

午前９時～午後４時２月１４日㈬～３月４日㈪  木野コミセン

３月６日㈬～３月１５日㈮  共栄コミセン

※２月１３日㈫および３月５日㈫は受け付けできません。

※�役場税務課と木野支所では受け付けできません。混雑状況により長時間お待ちいただく場合があります。待合室が混雑した場

合は、自家用車などでお待ちいただく場合があります。受付会場の開館時間は、いずれも午前９時です。

【受付会場と申告期間】

　所得税・復興特別所得税の確定申告や町道民税の申告の時期が近づいてきました。申告した内容は、町道

民税のほか、国民健康保険税、後期高齢者医療保険料、介護保険料などの計算の基礎資料になりますので、

忘れずに行ってください。なお、申告期間によって受付会場が異なりますので、お間違えのないようにお願

いします。また、申告に必要な書類など詳しい内容は、次号の広報おとふけ２月号をご覧ください。

　　　　　　　　　　　　　問合先　�確定申告・所得税・復興特別所得税について…帯広税務署☎２４－２１６１

申告や町道民税について…役場税務課住民税係（内線５７９）

　町で受け付ける確定申告は、給与・年金所得だけの人が対象です。住宅借入金等特別控除を受けるための申告、

令和４年以前分の申告は、帯広税務署またはｅ－Ｔａｘなどで行ってください。

◆帯広税務署からのお知らせ

▽確定申告会場開設期間　２月１６日㈮～３月１５日㈮の平日、午前９時～午後４時

※還付申告は、２月１５日㈭以前でも行うことができます。

※ 確定申告会場の混雑緩和のため、会場への入場には「入場整理券」（会場で当日配布もしくは国税庁

ＬＩＮＥ公式アカウントで事前発行）が必要となります。

▽申告会場　帯広税務署（帯広市西５条南８丁目、帯広第２地方合同庁舎１階）☎２４－２１６１

収入を証明するもの
◦給与や年金の源泉徴収票の原本

※添付の義務はありませんが、申告書の作成に必要ですので、必ず持参してください。

控除を証明するもの　　　（原本を添付または提示）

社会保険料控除
◦�国民健康保険税、後期高齢者医療保険料、介護保険料の領収書（令和５年１月～１２

月支払分）、国民年金保険料控除証明書など

生命保険料控除 ◦生命保険料控除証明書

地震保険料控除
◦地震保険料控除証明書

◦平成１８年までに締結した長期損害保険の控除証明書

障害者控除

◦身体障害者手帳、療育手帳など

◦�障害者控除対象者認定書（６５歳以上の介護保険の要介護認定者のうち、町が認めた人

に発行する認定書です。保健センター内高齢者福祉課介護保険係へ申請が必要です）

医療費控除

◦�医療費控除の明細書（令和５年１月～１２月に支払った医療費について、医療を受け

た人、病院・薬局ごとに合計金額を計算しておいてください）

※�医療費控除の明細書がない場合は申告を受け付けられませんので、作成の上、必ずご

持参ください。領収書の添付は不要です。領収書はご自宅で５年間保管してください。

※�医療費通知（医療費のお知らせなど）の添付で、当該通知分の明細の記入省略可。

※�高額療養費や生命保険契約などに基づく給付金の支給がある場合は、支給分を差し

引く必要があります。

※�医療費控除の申告は、あくまで多額な医療費を負担した人の税金を軽減する制度です。

高額療養費制度のような医療費自体の払い戻しではありませんのでご注意ください。

寄附金（税額）控除 ◦寄附先発行の領収書など

税金が還付になる場合 ◦本人名義の振込先口座の分かるもの（預金通帳など）

その他必要なもの

◦前年の申告書などの控え(可能な限り)

◦�電子申告用・利用者識別番号通知書など当該番号が分かるもの（番号取得済みの人

のみ）

▲ 国税庁ＬＩＮＥ公式

アカウント

【確定申告・町道民税の申告に必要な書類など】
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音更町役場 〠 ０８０‐０１９８音更町元町２番地 TEL●０１５５‐４２‐２１１１FAX●４２‐２１１７
Ｅメール ● mailbox@town.otofuke.hokkaido.jp　ホームページ ● https://www.town.otofuke.hokkaido.jp/

◆�役場・木野支所・保健センター内健康推進課お

よび高齢者福祉課

　１２月２９日㈮～１月３日㈬

※�婚姻・出生・死亡届などは、役場東側入り口の

宿直室で受け付けます。

◆生涯学習センター

　１２月２９日㈮～１月３日㈬

◆文化センター

　１２月２８日㈭、午後５時～１月３日㈬

◆図書館・図書館分館

　１２月２８日㈭、午後５時～１月３日㈬

◆サンドームおとふけ・武道館

　１２月２９日㈮～１月３日㈬

◆アクリナちゃっぽ

　１２月３１日㈰～１月３日㈬

※�１２月２９日㈮・３０日㈯は午前９時～午後６時に開館

◆道の駅おとふけ　なつぞらのふる里

　１２月３０日㈯～１月２日㈫

※店舗によっては休業している場合があります。

◆道の駅ガーデンスパ十勝川温泉

　１月１日㈪

※�１２月２７日㈬～３０日㈯は午前９時～午後６時、

１２月３１日㈰・１月２日㈫は午前９時～午後３時

に開館。なお、店舗によっては休業している場

合があります。

◆ふれあい交流館

　１２月２９日㈮～１月３日㈬

◆総合福祉センター・木野コミセン・共栄コミセン

　１２月２９日㈮～１月３日㈬

◆昭和商学校Ｐａｌｅｔｔｅ

　１２月２９日㈮～１月３日㈬

◆コミュニティバス

　１月１日㈪

◆農村地域予約制乗合タクシー

　１２月３１日㈰～１月３日㈬

◆ごみの収集

　１２月２９日㈮～１月３日㈬

※�詳しくは、広報おとふけ９月号と一緒に配布し

たごみ収集カレンダーをご覧ください。

◆くりりんセンターのごみ受け入れ

　１２月３１日㈰～１月２日㈫

※�年末年始にかけては、例年大変混雑することか

ら、計画的にごみ収集日にごみ出しすることを

おすすめします。

◆し尿のくみ取り

　１２月２９日㈮～１月３日㈬

◆ごみサポート収集

　１２月２９日㈮～１月３日㈬

年末年始休業のお知らせ年末年始休業のお知らせ役場業務

公共施設

自
衛
官
を
募
集
し
ま
す

　

自
衛
隊
帯
広
募
集
案
内
所
は
、

自
衛
官
候
補
生
な
ど
を
左
表
の
と

お
り
募
集
し
ま
す
。

　

詳
し
い
内
容
や
不
明
な
点
は
ホ

ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
に
な
る
か
、

お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

問 

合
先　

自
衛
隊
帯
広
募
集
案
内

所
☎
・
℻
２３

－

８
７
１
８

募集職種 募集資格 受付期間 試験日

自衛官候補生

（陸上・海上・

航空の男女 )

１８歳以上３３歳未満の人

※ ３２歳の人は、採用予

定月の末日現在、３３

歳に達していない人

２月６日㈫

まで
 ２月１１日㈰

２月７日㈬

～

２月２２日㈭

まで

 ２月２６日㈪

～
３月１日㈮

のうち１日

「
ゆ
め
せ
ん
か
」
普
及

イ
ベ
ン
ト
を
開
催
し
ま
す

　

ゆ
め
せ
ん
か
玉
葱
普
及
協
議
会

で
は
、
音
更
町
で
の
産
地
化
・
ブ

ラ
ン
ド
化
を
目
指
し
て
い
る
タ
マ

ネ
ギ
の
品
種
「
ゆ
め
せ
ん
か
」
に

親
し
ん
で
も
ら
う
こ
と
を
目
的
と

し
た
イ
ベ
ン
ト
を
開
催
し
ま
す
。

　

「
ゆ
め
せ
ん
か
」
は
、
短
時
間

の
加
熱
で
十
分
な
甘
み
が
引
き
出

さ
れ
、
焦
げ
色
や
形
崩
れ
が
少
な

い
の
が
特
徴
の
タ
マ
ネ
ギ
で
す
。

▽ 

と　

き　

１
月
１３
日
㈯
、
午
前

１０
時
～
午
後
１
時

▽
と
こ
ろ　

道
の
駅
お
と
ふ
け

▽ 

内　

容　

講
演
会
・
ピ
ザ
作
り

教
室
、
試
食
・
展
示
会
、
一
部

飲
食
店
で
そ
の
日
限
り
の
特
別

メ
ニ
ュ
ー
の
提
供

▽ 

参
加
料　

講
演
会
・
ピ
ザ
作
り

教
室
の
み
１
人
２
０
０
円

※ 

講
演
会
・
ピ
ザ
作
り
教
室
参
加

者
に
「
ゆ
め
せ
ん
か
」
を
プ
レ

ゼ
ン
ト
し
ま
す
。

問 

合
先　

ゆ
め
せ
ん
か
玉
葱
普
及

協
議
会
事
務
局　

㈱
北
海
道
二

　

 

十
一
世
紀
総
合
研
究
所
調
査
研

究
部　

佐
藤
公
一

さ
ん

☎
０
１
１

　
－

２
３
１

－

３
０
５
３
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スポーツ 保健・介護 催 し 募 集 そ の 他

柳町子育て支援センター（柳町仲区１６番地）
♦�おはなし会（０歳児～未就園児対象、要予約）

▽と　き　１月１９日㈮、午前１０時１５分～１０時４５分

▽定　員　１０組程度

※�１月９日㈫、午前９時から電話予約を受け付けま

す。

♦�節分（１歳児～未就園児対象、要予約）

▽と　き　２月２日㈮、午前１０時～１１時

▽定　員　８組

※�１月１５日㈪、午前９時から電話予約を受け付け

ます。

★年末年始のお休みは１２月２８日㈭～１月３日㈬です。

申�込・問合先　柳町子育て支援センター☎３０－４１５２、

℻３１－６３３１

子育て支援センターすずらん （中鈴蘭元町２番地）
♦�たまご「おもちゃ作り」（妊婦さん対象、要予約）

▽と　き　１月１８日㈭、午前９時～１１時

▽定　員　６人

▽材料費　２５０円

※�１月１５日㈪までの午前９時～午後３時に電話予

約を受け付けます。

♦�リフレッシュ・ヨガ（未就園児の親子対象、要予約）

▽と　き　１月２２日㈪、午前９時３０分～１０時３０分

▽講　師　ヨガインストラクター　森谷亜由美さ
ん

▽定　員　５組（託児は別室で行います）

▽  持ち物　動きやすい服装、タオル、飲み物

※�１月１０日㈬～１６日㈫、午前９時～午後３時に電

話予約を受け付けます。

★年末年始のお休みは１２月２８日㈭～１月３日㈬です。

申�込・問合先　子育て支援センターすずらん☎・℻
３０－１８８８

きの子育て支援センター（木野東通４丁目２番地）
♦�きのっこサンデー（０歳児～未就園児対象、予約

不要）　

▽と　き　１月１４日㈰、午前１０時～１１時３０分

♦�バスボム作り＆ハンドマッサージ（妊婦さん、

０歳児の親子対象、要予約）　

▽と　き　１月１６日㈫、午前１０時～１１時

▽対　象　妊婦さん５人、０歳児の親子５組

※�１２月２６日㈫～１月１２日㈮、午前９時３０分～午後

３時３０分に電話予約を受け付けます。

♦�ゆきあそび（１歳６カ月～未就園児対象、要予約）　

▽と　き　１月３１日㈬、午前１０時～１１時３０分

▽定　員　８組

▽  参加費　子ども１人につき３００円

※�１月９日㈫～１９日㈮の午前９時３０分～午後３時

３０分に電話予約を受け付けます。

★年末年始のお休みは１２月２８日㈭～１月３日㈬です。

申�込・問合先　きの子育て支援センター☎３０－２５０１、

℻６７－７３００

音更子育て支援センター（新通９丁目３番地）
♦�１月お誕生日会！（１月生まれの未就園児対象、

要予約）

▽  と　き　１月３０日㈫、午前１０時～１１時

▽定　員　８人程度

♦�節分（１歳６カ月～未就園児対象、要予約）

▽  と　き　１月３１日㈬、午前１０時～１１時

▽定　員　８組

※�いずれも１月１５日㈪、午前９時から電話予約を

受け付けます。

★年末年始のお休みは１２月２８日㈭～１月３日㈬です。

申�込・問合先　音更子育て支援センター☎４２－２２７７、

　℻４２－２３１３

駒場認定こども園（駒場南１条通３番地）
♦�園庭で雪遊びを楽しもう！（０歳児～未就園児対

象、要予約）

▽と　き　１月１２日㈮、午前１０時～１１時

▽  持ち物　水筒、手袋、帽子、つなぎなどの雪遊び

ができる服装

※�１月５日㈮までの午前９時～午後５時に電話予約

を受け付けます。

★年末年始のお休みは１２月２９日㈮～１月３日㈬です。

申�込・問合先　駒場認定こども園☎４４－２４７３、℻
６７－７２１０

この他にもたくさん行事が
あるよ！詳しくは各施設で
確認してね。 １月の親子あそびの広場
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募集職種
人数

（予定）
応募資格

報酬・給料

（予定）

パートタイム会計年度任用職員

（１）事務補 ４２

高校卒業程度の学力とパソコン操作経験を有する人 日額７，２２１円～（２）事務補（生涯学習センター） １

（３）学校事務補 １３

（４）税務専門員 ２
高校卒業程度の学力、パソコン操作経験および税務関連事務の経験があり、

相応の知識を有する人

日額７，４２２円～

（５）交通安全推進員 １
パソコン操作経験、交通安全に対する社会情勢への関心および交通事故防止

活動への意欲があり、普通自動車運転免許（ＡＴ限定不可）を有する人

（６）林業推進員 １ 健康状態が良好で普通自動車運転免許（ＡＴ限定可）を有する人

（７）産業連携推進員 １ 高校卒業程度の学力とパソコン操作経験があり、普通自動車運転免許（ＡＴ

限定可）を有する人（８）水道業務専門員 １

（９）保健師または助産師 １
保健師または助産師の免許（取得見込みを含む）および普通自動車運転免許

（ＡＴ限定可）を有する人
日額９，６３１円～

（１０）地域医療専門員 １

保健師、看護師（正・准看護師問わない）、管理栄養士、理学療法士、作業

療法士のいずれかの免許・資格（取得見込みを含む）および普通自動車運転

免許（ＡＴ限定可）を有する人

日額８，５０４円～

（１１）家畜衛生検査補助員 １
健康状態が良好でパソコン操作経験があり、普通自動車運転免許（ＡＴ限定

可）を有する人
日額８，５８４円～

（１２）技術アドバイザー ４
調理師免許または栄養士資格（取得見込みを含む）および普通自動車運転免

許（ＡＴ限定可）を有する人
日額７，６１３円～

（１３）ことばの教室指導員 ３ 教員免許または保育士資格（取得見込みを含む）を有する人
日額７，４２２円～

（１４）教育支援センター指導員 ２ 教員免許を有する人

（１５）介護認定調査員 ４
看護師、介護福祉士、社会福祉士、介護支援専門員のいずれかの免許・資格

（取得見込みを含む）および普通自動車運転免許（ＡＴ限定可）を有する人
日額８，７８０円～

（１６）車両専門員 １ 大型自動車運転免許を有し、大型バスの運転経験年数が１年以上ある人 日額１０，４２４円～

（１７）ごみ収集作業員 ２

健康状態が良好で中型（８㌧限定）自動車運転免許以上（ＡＴ限定不可）を

有する人

日額８，５８４円～
（１８）環境衛生作業員 ２

（１９）道路維持作業員 ３ 日額９，５７３円～

（２０）道路河川管理員 ２
高校卒業程度の学力とパソコン操作経験があり、準中型自動車運転免許以上

（ＡＴ限定不可）を有する人
日額７，４２２円～

（２１）公園管理作業員 ２ 大工や造園などの作業経験があり準中型自動車運転免許以上（ＡＴ限定不可）

を有する人

日額９，５７３円～

（２２）体育施設管理員 １ 日額８，５８４円～

（２３）徴収員 ６ パソコン操作経験があり、普通自動車運転免許（ＡＴ限定可）を有する人 月額１６９，０８４円～

（２４）確認審査専門員 １ 建築基準適合判定資格および普通自動車運転免許（ＡＴ限定可）を有する人 月額２１２，３５５円～

（２５）生涯学習指導員 ２
教員経験があるなど、教育に関して造詣が深く、普通自動車運転免許（ＡＴ

限定可）を有する人
月額２２７，５１６円～

（２６）青少年指導員 ２
教員経験があるなど、教育に関して造詣が深く、普通自動車運転免許（ＡＴ

限定不可）を有する人

（２７）学校司書 ５
司書の資格（取得見込みを含む）および普通自動車運転免許（ＡＴ限定可）を

有する人
日額７，６１３円～

（２８）
特別支援教育学習支援員・
複式教育学習支援員

３７ 高校卒業程度の学力があり、普通自動車運転免許（ＡＴ限定可）を有する人 時間額１，０５０円～

（２９）図書館分館受付事務職員 ２ 高校卒業程度の学力を有する人 日額７，２２１円～

（３０）
パークゴルフ場等受付清
掃作業員

１６ 町内在住の健康状態が良好な人 時間額９９６円～

フルタイム会計年度任用職員

（３１）司書 ７

各資格（取得見込みを含む）を有する人

月額１７０，９００円～

（３２）保育士 １２ 月額１７７，６００円～

（３３）ことばの教室言語聴覚士 １ 月額１９７，１００円～

令和６年度の会計年度任用職員を募集します令和６年度の会計年度任用職員を募集します
　町は、令和６年度の会計年度任用職員を募集しています。過去に臨時職員などで勤務した経験がある人も応募でき

ます。複数の職種への併願も可能です。
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以下の数字は表と対応しています。合わせてご覧ください。
♦勤務時間・休日

◦�(１）・（４）～（１１）・（１５）・（１６）・（１８）～（２１）・（２４）…

午前８時４５分～午後５時３０分の間で指示する１日７

時間１５分、休日は土・日曜日、祝日、年末年始

◦�(２）…勤務割り振りによる１日７時間１５分、休日は年

末年始および勤務の割り振りによる

◦�（３）・（１４）…各学校などにおける勤務時間内で指示す

る１日７時間１５分、休日は土・日曜日、祝日、年末年

始（学校の長期休業期間中は変更の場合あり、年２２０

日勤務）

◦�(１２）…午前８時４５分～午後５時３０分の間で指示する

１日７時間１５分、休日は水曜日（固定）、土曜日また

は日曜日のどちらか、祝日、年末年始

◦�(１３）…午前８時３０分～午後５時の間で指示する１日７

時間１５分、休日は土・日曜日、祝日、年末年始（学校

の長期休業期間中は変更の場合あり、年２２５日勤務）

◦�（１７）…午前８時１５分～午後４時３０分の１日７時間１５

分、休日は火・土・日曜日、スポーツの日、年末年始

（年２２５日勤務）

◦�（２２）…午前８時４５分～午後５時３０分の間で指示する

１日７時間１５分、休日は土・日曜日、祝日

◦�（２３）…勤務割り振りによる１日６時間、休日は土・

日曜日、祝日、年末年始

◦�（２５）・（２６）…午前８時４５分～午後５時３０分の間で指

示する１日７時間３０分、休日は土・日曜日、祝日、

年末年始

◦�（２７）…各学校における勤務時間内で指示する１日７

時間１５分、休日は土・日曜日、祝日、年末年始（学校

の長期休業期間中は変更の場合あり、年１９０日勤務）

◦�（２８）…午前８時～午後３時の間で指示する１日５時

間、休日は土・日曜日、祝日、年末年始、学校の長期

休業期間（年２０５日勤務）

◦�（２９）…午前９時４５分～午後６時の１日７時間１５分、

休日は週３日勤務の割り振りによる

◦�（３０）…午前７時～午後５時の勤務割り振りによる１

日５～７時間勤務（２交代制）、休日は勤務の割り振

りによる

◦�（３１）・（３８）～（４０）…勤務割り振りによる１日７時間４５

分、休日は年末年始および勤務の割り振りによる

◦�（３２）…勤務割り振りによる１日７時間４５分、日曜日、

祝日、年末年始は休日、土曜日は勤務の割り振りによる

◦�（３３）…午前８時３０分～午後５時１５分、休日は土・日

曜日、祝日、年末年始

◦�（３４）～（３７）…午前８時４５分～午後５時３０分、休日は

土・日曜日、祝日、年末年始

◆�休暇　要件該当者に年次有給休暇および各種特別休暇を付与

◆手当など

◦�(１）～（３０）…要件該当者に通勤費、期末・勤勉手当を支給

◦�（３１）～（４０）…要件該当者に通勤手当、期末・勤勉手当

などを支給

◆社会保険など　厚生年金、共済組合、雇用保険に加入

※（３０）は除く

※�（３１）～（４０）のうち要件該当者は退職手当組合に加入

◆雇用期間

◦�(１）～（２１）・（２３）～（２９）・（３１）～（４０）…令和６年４

月１日～令和７年３月３１日

◦�（２２）…令和６年４月１日～１１月３０日

◦（３０）…令和６年４月１５日～１１月５日

◆試験方法　面接試験

◆�試験日　１月下旬～２月中旬を予定（日時・場所は別途通知）

◆�提出書類　履歴書（写真を貼付し、希望職種を記入）、

応募資格に記載のある各種免許、資格証明書、運転免

許証などの写しを全てＡ４判で提出してください。

◆�申込期限　１月１５日㈪、午後５時３０分必着（郵送可）

申込・問合先　役場総務課職員係（内線２３６）

　（２７）…教育委員会教育総務課総務係（内線７５２）

　（２８）…教育委員会学校教育課学校教育係（内線７６２）

　（２９）…教育委員会図書館総務係☎３２－２４２４

　（３０）…教育委員会スポーツ課施設管理係（内線７９３）

募集職種
人数

（予定）
応募資格

報酬・給料

（予定）

フルタイム会計年度任用職員（続き）

（３４）障がい福祉専門員 ２
保健師、助産師、看護師のいずれかの免許（取得見込みを含む）および普通

自動車運転免許（ＡＴ限定可）を有する人
月額１９７，１００円～

（３５）管理栄養士 １
管理栄養士の資格（取得見込みを含む）および普通自動車運転免許（ＡＴ限定可）

を有する人
月額１９０，９００円～

（３６）防災・危機管理推進員 ２
地域防災マネージャーの証明、総合危機管理士の認定および普通自動車運転

免許（ＡＴ限定不可）を有する人
月額２２７，０００円～

（３７）デジタル化推進員 １
情報処理技術試験者試験などの資格および普通自動車運転免許（ＡＴ限定不

可）を有し、システム開発や運用の実務経験を有する人

（３８）
生涯学習まちづくりプロ
デューサー

１
生涯学習全般に関して造詣が深く、まちづくり推進に関心と意欲があり、普
通自動車運転免許（ＡＴ限定可）を有する人

月額２６０，９００円～

（３９）
食育・食文化プロデュー
サー

１
教員免許（家庭）を有するなど食育および食文化に関して造詣が深く、普通
自動車運転免許（ＡＴ限定可）を有する人

（４０）学芸員 １
学芸員の資格を有し、２年以上の実務経験および普通自動車運転免許（ＡＴ

限定可）を有する人
月額１７０，９００円～
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光と音のファンタジックショー

十勝が丘公園ハナック広場（午後７時～９時）

　光り輝くオブジェと音楽が連動する光と音のファン

タジックショーが皆さんをお待ちしています。他にも

光のトンネルやアイスプロムナードなど、冬の楽しみ

が満載です。

光のアリー
道の駅ガーデンスパ十勝川温泉から十勝が丘公園ま

での遊歩道（午後７時～９時）

　昨年に引き続き、華やかにライトアップされた「冬

桜」が今年も登場します。人気のフォトスポットにも

なっており、真冬に満開の桜をお楽しみください。

スノーラフティング
十勝が丘公園（午後７時～９時）

　雪上を滑走する迫力満点のスノーラフティングが楽

しめます。

▽  協力金について　今回から町外在住の人は、入場時

に５００円の協力金をいただきます。町内在住の人は、

公的身分証明書の提示をお願いします。

問�合先　音更町十勝川温泉観光協会☎・℻３２－６６３３

１月２７日㈯１月２７日㈯

～～

２月１８日㈰２月１８日㈰

さ    い    り     ん    か 

第３３回十勝川白鳥まつり  彩凛華彩凛華 ®
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の

提
出
期
限
は
１
月
３１
日
㈬
で
す
。

期
限
内
の
提
出
に
ご
協
力
く
だ
さ
い
。

　

申
告
書
は
、
令
和
５
年
度
分
の

申
告
実
績
が
あ
る
事
業
者
に
発
送

済
み
で
す
が
、
償
却
資
産
を
所
有

し
て
い
て
申
告
書
が
届
い
て
い
な

い
場
合
や
新
た
に
事
業
を
開
始
し

た
場
合
は
、
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

　

な
お
、
令
和
５
年
中
に
償
却
資

産
の
増
減
が
な
か
っ
た
場
合
や
申

告
す
る
償
却
資
産
が
な
い
場
合
、

所
得
税
に
関
す
る
減
価
償
却
資
産

の
申
告
を
し
て
も
償
却
資
産
申
告

書
の
提
出
は
必
要
で
す
の
で
、
ご

注
意
く
だ
さ
い
。

提 

出
・
問
合
先　

役
場
税
務
課
資

産
税
係
（
内
線
５
７
５
）

一
定
面
積
以
上
の
土
地
取
引

に
は
届
出
が
必
要
で
す

　

国
土
利
用
計
画
法
に
規
定
す
る

一
定
面
積
以
上
の
土
地
の
所
有
権

の
譲
渡
な
ど
が
あ
っ
た
と
き
は
、

譲
受
人
（
権
利
取
得
者
）
は
土
地
の

利
用
目
的
お
よ
び
対
価
の
額
な
ど

を
そ
の
土
地
が
所
在
す
る
市
町
村

に
届
け
出
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

▽
届
け
出
の
対
象
と
な
る
面
積

◦
市
街
化
区
域
２
千
平
方
㍍
以
上

◦�

市
街
化
区
域
以
外
の
都
市
計
画

区
域
内
５
千
平
方
㍍
以
上

◦�

都
市
計
画
区
域
外
１
万
平
方
㍍

以
上 

※ 

２
つ
以
上
の
契
約
に
係
る
合
計

が
一
定
面
積
以
上
と
な
る
「
ひ

と
ま
と
ま
り
の
土
地
」
（
一
団

の
土
地
）
を
取
得
す
る
場
合
は
、

各
契
約
ご
と
に
届
け
出
が
必
要
。

▽ 

届
出
者　

土
地
の
権
利
取
得
者

（
買
主
な
ど
）

▽ 

届
出
期
限　

契
約
締
結
日
か
ら

２
週
間
以
内

※ 

提
出
期
限
を
過
ぎ
た
場
合
も
届

出
書
の
提
出
を
お
願
い
し
ま
す
。

▽
提
出
書
類　

各
３
部

◦ 

土
地
売
買
等
届
出
書

◦ 

土
地
売
買
等
契
約
書
の
写
し

◦ 

土
地
お
よ
び
そ
の
付
近
の
状
況

を
明
ら
か
に
し
た
５
千
分
の
１

以
上
の
図
面

◦�

土
地
の
形
状
を
明
ら
か
に
し
た

図
面

◦�

委
任
状
（
代
理
人
が
届
出
す
る

場
合
）

※ 

届
け
出
を
し
な
い
と
法
律
で
罰

せ
ら
れ
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

※ 

詳
し
く
は
、
町
の
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

提
出
・
問
合
先　

役
場
企
画
課
企

画
調
整
係
（
内
線
２
１
２
）
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スポーツ 保健・介護 催 し 募 集 そ の 他

６
６
０
㏄
以
下
）

♦ 
廃
車
・
所
有
者
変
更
な
ど
の
手

続
き
先

① 

②
③
…
役
場
税
務
課
住
民
税
係

（
内
線
５
７
８
）
ま
た
は
木
野

支
所

④ 

⑤
…
北
海
道
運
輸
局
帯
広
運
輸

支
局
☎
０
５
０

－

５
５
４
０

－

２
０
０
６

⑥ 

…
軽
自
動
車
検
査
協
会
帯
広
事

務
所
☎
０
５
０

－

３
８
１
６

－

１
７
６
８

道
路
情
報
に
関
す
る

サ
ー
ビ
ス
開
始
に
つ
い
て

　

手
持
ち
の
パ
ソ
コ
ン
や
ス
マ
ー

ト
フ
ォ
ン
か
ら
町
道
に
関
す
る
情

報
の
閲
覧
や
取
得
、
破
損
な
ど
の

通
報
が
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
し

た
。

◆ 
音
更
町
道
路
情
報
通
報
シ
ス
テ

ム
…
道
路
・
公
園
施
設
の
破
損

　ＬＩＮＥのトーク画面で簡単かつ時間に関係なく申し込みができます。

２月の集団健（検）診の申し込みを１月１５日㈪まで受付中です。

※�ＬＩＮＥの申し込みに合わせて電話での受け付けも１月１５日㈪まで延

長します。

※ 

詳
細
は
各
窓
口
に
お
問
い
合
わ

せ
く
だ
さ
い
。

通
年
雇
用
支
援
セ
ミ
ナ
ー
を

開
催
し
ま
す

　

通
年
雇
用
化
を
目
指
す
季
節
労

働
者
向
け
の
セ
ミ
ナ
ー
を
開
催
し

ま
す
。
講
演
終
了
後
は
個
別
相
談

会
の
ほ
か
、
各
種
技
能
講
習
や
パ

ソ
コ
ン
講
習
な
ど
を
無
料
で
受
講

で
き
る
優
先
申
し
込
み
を
受
け
付

け
ま
す
。

　

た
だ
し
、
講
習
の
受
講
申
し
込

み
が
で
き
る
人
は
、
協
議
会
の
構

成
町
（
音
更
町
、
士
幌
町
、
上
士

幌
町
、
鹿
追
町
、
新
得
町
、
清
水

町
、
芽
室
町
、
幕
別
町
）
に
居
住

し
、
通
年
雇
用
化
を
目
指
す
季
節

労
働
者
と
な
り
ま
す
。

▽ 

と　

き　

２
月
１３
日
㈫
、
午
後

１
時
３０
分
～
４
時

▽ 

と
こ
ろ　

共
栄
コ
ミ
セ
ン

▽ 

講　

演　

な
ぜ
「
通
年
雇
用
が

良
い
の
か
」
も
う
一
度
確
認
し

ま
せ
ん
か
～
通
年
雇
用
の
メ
リ

ッ
ト
を
お
伝
え
し
ま
す
。

▽ 

講　

師　

О
Ｋ
О
社
会
保
険
労

務
士
事
務
所　

小
嶋
亜
希
子

さ
ん

▽
参
加
料　

無
料

▽ 

申
込
方
法　

電
話
か
フ
ァ
ク
ス

で
申
し
込
ん
で
く
だ
さ
い
。

▽ 

申
込
期
限　

開
催
日
前
日

申 

込
・
問
合
先　

十
勝
北
西
部
通

年
雇
用
促
進
協
議
会
（
役
場
商

工
観
光
課
内
）
☎
０
１
２
０

－

９
８
０

－

４
５
４
（
通
話
無

料
）
、
FAX
４２

－

５
４
１
２

◆申込方法

①�メニューを開く／閉じるの「健康」から「集

団健（検）診申込」を選択

②�個人を特定する情報や希望の健診内容をトー

ク系式で回答

③会場と日時を選択

④申し込み完了

※�申し込み時に入力した内容は集

団健（検）診関係事務以外で使

用することはありません。

問合先　保健センター内健康推進課☎４２－２７１２、℻４２－２７１３

▲ 公式ＬＩＮＥ ▲ 申込画面の
イメージ

音更町公式ＬＩＮＥで集団健（検）診の音更町公式ＬＩＮＥで集団健（検）診の
申し込みができるようになりました申し込みができるようになりました

な
ど
に
関
す
る
通
報
が
で
き
ま

す
。

◆ 

音
更
町
道
路
情
報
提
供
サ
ー
ビ

ス
…
音
更
町
道
の
情
報
を
閲

覧
・
取
得
で
き
ま
す
。

問 

合
先　

役
場
土
木
課
道
路
河
川

管
理
係
（
内
線
３
３
５
）

▲詳細ページ

「
音
更
町
史
百
年
か
ら
の

あ
ゆ
み
」
好
評
販
売
中

　

ま
ち
の
歴
史
と
先
人
た
ち
の
営

み
を
記
録
し
た
町
史
を
販
売
し
て

い
ま
す
。
ぜ
ひ
お
買
い
求
め
く
だ

さ
い
。

▽
販
売
中
の
町
史　

◦�

音
更
町
史
百
年
か
ら
の
あ
ゆ
み

（
令
和
５
年
発
刊
）

◦�

音
更
百
年
史
（
平
成
１４
年
発
刊
）

▽
販
売
価
格　

各
３
千
円

▽ 

販
売
場
所　

役
場
町
民
課
、
木

野
支
所
、
文
化
セ
ン
タ
ー

問 
合
先　

役
場
総
務
課
総
務
係

（
内
線
２
３
４
）

▲町史購入
　フォーム
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医
療
費
通
知
の
お
知
ら
せ

　

国
民
健
康
保
険
と
後
期
高
齢
者

医
療
保
険
で
は
、
医
療
費
総
額
な

ど
に
つ
い
て
お
知
ら
せ
す
る
「
医

療
費
の
お
知
ら
せ
」（
医
療
費
通

知
）
を
、
対
象
期
間
に
医
療
機
関

な
ど
を
受
診
し
た
国
民
健
康
保
険

の
世
帯
主
と
後
期
高
齢
者
医
療
保

険
の
被
保
険
者
に
次
の
日
程
で
送

付
す
る
予
定
で
す
。

◆�

国
民
健
康
保
険(

町
か
ら
送
付

し
ま
す)

◦ 

令
和
５
年
１
月
～
１０
月
診
療
分

…
１
月
上
旬
発
送
予
定

◦ 

令
和
５
年
１１
月
～
１２
月
診
療
分　

…
３
月
上
旬
発
送
予
定

◆�

後
期
高
齢
者
医
療
保
険
（
北
海

道
後
期
高
齢
者
医
療
広
域
連
合

か
ら
送
付
し
ま
す
）

◦ 

令
和
５
年
１
月
～
９
月
診
療
分

…
１
月
上
旬
発
送
予
定

◦ 

令
和
５
年
１０
月
～
１２
月
診
療
分　

…
２
月
下
旬
発
送
予
定

　

医
療
費
の
推
移
が
一
目
で
分
か

る
た
め
、
ご
自
身
の
健
康
状
態
の

把
握
や
健
康
管
理
に
活
用
で
き
ま

す
。
届
き
ま
し
た
ら
診
療
日
数
な

ど
に
間
違
い
が
な
い
か
ご
確
認
く

だ
さ
い
。
他
に
も
健
康
診
査
な
ど

皆
さ
ん
の
健
康
保
持
・
増
進
に
役

立
つ
情
報
も
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

◆
医
療
費
控
除
の
申
告
に
つ
い
て

　

こ
の
通
知
は
、
医
療
費
控
除
の

申
告
手
続
き
で
医
療
費
の
明
細
書

と
し
て
使
用
す
る
こ
と
が
で
き
ま

す
。
通
知
が
届
く
前
に
申
告
す
る

人
は
、
医
療
機
関
な
ど
の
領
収
書

に
基
づ
い
て
明
細
書
を
作
成
し
て

く
だ
さ
い
。

　

医
療
費
控
除
の
申
告
に
関
し
て

は
帯
広
税
務
署
（
☎
２４

－

２
１
６

１
）
に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

◆
注
意
事
項

◦ 

こ
の
通
知
は
請
求
書
で
は
あ
り

ま
せ
ん
。
ま
た
、
手
続
き
な
ど

を
行
う
必
要
は
あ
り
ま
せ
ん
。

◦�

医
療
機
関
な
ど
の
請
求
遅
れ
や

請
求
内
容
を
審
査
中
の
場
合
な

ど
、
一
部
の
受
診
記
録
が
記
載
さ

れ
て
い
な
い
場
合
が
あ
り
ま
す
。

◦�

自
己
負
担
額
は
、
町
か
ら
医
療

費
助
成
を
受
け
て
い
る
な
ど
、

記
載
さ
れ
て
い
る
金
額
と
実
際

に
窓
口
で
支
払
っ
た
金
額
が
異

な
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

問 

合
先　

国
民
健
康
保
険
に
つ
い

て
…
役
場
町
民
課
国
保
医
療
係

（
内
線
５
４
６
）
、
後
期
高
齢
者

医
療
保
険
に
つ
い
て
…
役
場
町

民
課
国
保
医
療
係
（
内
線
５
４

　

７
）
、
北
海
道
後
期
高
齢
者
医　

　

 

療
広
域
連
合
☎
０
１
１

－

２
９ 

　

０

－

５
６
０
１

【
管
弦
楽
局
】顧

問　

佐
藤　

祐
一

　

放
課
後
、
音
楽
室
に
集
ま
っ

た
局
員
た
ち
が
机
や
椅
子
を
並

べ
、
基
礎
練
習
か
ら
始
め
ま
す
。

管
弦
楽
経
験
の
あ
る
生
徒
が
ほ

ぼ
い
な
い
中
、
生
徒
た
ち
は
日

々
前
向
き
に
練
習
に
取
り
組
ん

で
い
ま
す
。
そ
の
結
果
、
高
文

連
全
道
大
会
で
ラ
イ
バ
ル
を
超

え
た
演
奏
を
し
、
全
国
大
会
へ

駒
を
進
め
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　

創
立
当
初
か
ら
、
音
更
町
や

有
志
の
皆
さ
ん
、
指
導
に
関
わ

っ
た
先
生
や
保
護
者
の
た
く
さ

ん
の
支
え
が
あ
り
ま
し
た
。
感

謝
す
る
と
と
も
に
、
今
後
も
活

動
が
続
く
こ
と
を
願
っ
て
い
ま
す
。

こ
の
コ
ー
ナ
ー
で
は
、
音
更
高
校
の
活
動
を
お
知
ら
せ
し
て
い
ま
す
。

音
更
高
校

音
更
高
校

　
　
だ
よ
り

　
　
だ
よ
り

夢
の
種
第６８回

【
書
道
部
】顧

問　

田
原　

志
津
子

　

書
道
部
は
今
年
度
、
書
道
展

に
向
け
て
の
作
品
制
作
、
学
校

祭
や
み
の
り
～
む
フ
ェ
ス
タ
で

の
書
道
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
、
学

校
開
放
講
座
で
の
小
学
生
の
サ

ポ
ー
ト
な
ど
に
取
り
組
ん
で
い

ま
す
。
活
動
の
中
で
さ
ま
ざ
ま

な
人
た
ち
と
交
流
し
、
チ
ー
ム

と
し
て
も
個
と
し
て
も
少
し
ず

つ
鍛
え
ら
れ
て
き
ま
し
た
。

　

１０
月
の
高
文
連
全
道
書
道
展

に
お
い
て
２
年
生
の
萱か

や
も
り森

駿
さ

ん
が
全
国
大
会
へ
の
切
符
を
手

に
し
た
こ
と
は
、
部
に
と
っ
て

大
き
な
励
み
と
な
り
ま
し
た
。

萱
森
さ
ん
は
「
満
足
で
き
る
作

品
を
書
き
た
い
」
と
意
欲
を
燃

や
し
、
部
員
た
ち
も
「
全
力
で

バ
ッ
ク
ア
ッ
プ
し
た
い
」
と
思

い
を
強
く
し
て
い
ま
す
。

▲ 定期演奏会での合同演奏

▲ 書道部員一同

▲
 

萱
森
さ
ん

２０
歳
に
な
る
皆
さ
ん
へ

年
金
制
度
の
お
知
ら
せ

　

２０
歳
に
な
る
と
、
厚
生
年
金
に

加
入
し
て
い
な
い
人
に
は
、
日
本

年
金
機
構
か
ら
「
国
民
年
金
加
入

の
お
知
ら
せ
」
が
送
付
さ
れ
ま
す
。

　

同
封
の
「
国
民
年
金
の
加
入
と

保
険
料
の
ご
案
内
」
の
内
容
を
確

認
し
、
保
険
料
を
忘
れ
ず
に
納
付

し
て
く
だ
さ
い
。

　

な
お
、
収
入
が
な
い
な
ど
、
保

険
料
の
納
付
が
難
し
い
人
は
、
学

生
納
付
特
例
や
納
付
猶
予
な
ど
の

制
度
が
利
用
で
き
ま
す
。

　

ま
た
、
病
気
や
け
が
が
原
因
で

生
活
や
仕
事
に
制
限
が
あ
る
人
は
、

障
害
年
金
を
受
給
で
き
る
場
合
が

あ
り
ま
す
の
で
、
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

♦
学
生
納
付
特
例
制
度

　

本
人
の
前
年
所
得
が
一
定
額
以

下
の
場
合
に
保
険
料
の
納
付
が
猶

予
さ
れ
る
制
度
で
す
。

　

対
象
と
な
る
の
は
、
学
校
教
育

法
に
規
定
す
る
大
学
（
大
学
院
）、

短
期
大
学
、
高
等
学
校
、
高
等
専

門
学
校
、
専
修
学
校
に
在
学
す
る

人
で
す
。

♦
納
付
猶
予
制
度

　

学
生
で
は
な
い
５０
歳
未
満
の
人

で
、
本
人
と
配
偶
者
の
前
年
所
得

２４2024.1



スポーツ 保健・介護 催 し 募 集 そ の 他

　

共生社会の実現に向けて　Ｖｏｌ．１７

　皆さんは、介護マークを使用したり、見かけた

りしたことはありますか。介護マークとは、静岡

県が県民の要望に応え作成したもので、認知症な

どの人を介護するときに周りの人に誤解や偏見を

持たれないよう、介護中であることを知らせるた

めのマークです。介護は、さまざまな困り感があ

り介護をする人の精神的負担になっています。

 　このようなときに、介護中であることを周囲に

理解してもらえれば、このような困り感を軽減す

ることができるかもしれません。もし、介護マー

クを付けている人を見かけたら温かく見守りまし

ょう。

　町は、次のいずれかに該当する人の介護者を対

象に介護マークを配布しています。

①�町内に住所を有し要介護または要支援の認定を

受けている人

②�町内に住所を有し障害者手帳などの交付を受け

ている人

③上記①、②に準ずる人として町長が認める人

　使用するときは、申込書を保健センター内高齢

者福祉課・地域包括支援センター・役場福祉課・木

野支所のいずれかに提出してください。内容を確

認し、ケース付きで配布します。費用はかかりま

せん。ぜひ、お申し込みください。

マークに関することの問合先　保健福祉部高齢者

福祉課☎３２－４５６７、℻３２－４５７６

問合先
役場企画課企画調整係
（内線２１３）

▲ 介護マーク

♦�困り感の例

◦�公衆トイレで介護者が付き添うと冷ややかな目

で見られて困る

◦�病院で一緒に診察室に入ろうとすると、なぜ２

人で入るのかと呼び止められてしまう

◦�男性介護者が、店頭で女性用の下着を購入する

ときに困る

◦�車の乗り降りを介助していると、他の車に「急

いでほしい」と合図を送られてしまった

▲ 使用例

が
一
定
額
以
下
の
場
合
に
保
険
料

の
納
付
が
猶
予
さ
れ
る
制
度
で
す
。

問 

合
先　

帯
広
年
金
事
務
所
☎
２１

－

１
５
１
１

Ｃ
Ａ
Ｐ
お
と
な
公
開
ワ
ー
ク

シ
ョ
ッ
プ
を
開
催
し
ま
す

　

Ｃ
Ａ
Ｐ
と
はC

hil
d 

As
sau

lt 

Prev
e
nti

o
n

の
略
で
、
子
ど
も

へ
の
暴
力
を
防
止
す
る
人
権
教
育

プ
ロ
グ
ラ
ム
で
す
。

　

暴
力(

い
じ
め
・
連
れ
去
り
・

性
暴
力
な
ど
あ
ら
ゆ
る
暴
力)

に

遭
い
そ
う
に
な
っ
た
ら
何
が
で
き

る
の
か
を
考
え
る
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ

プ
を
開
催
し
ま
す
。

▽ 

と　

き 
 

１
月
２２
日
㈪
、 

午
後

６
時
３０
分
～
８
時
３０
分

▽
と
こ
ろ　

木
野
コ
ミ
セ
ン

▽ 

対　

象　

地
域
の
人
・
子
ど
も

に
関
わ
る
人 

（
１８
歳
以
上
）

※ 

託
児
は
１０
人
ま
で(

先
着
順)

▽ 

申
込
方
法　

申
し
込
み
フ
ォ
ー

ム
ま
た
は
電
話
で
申
し
込
ん
で

く
だ
さ
い
。

▽ 

申
込
期
限　

１
月
１７
日
㈬

申 
込
・
問
合
先　

Ｃ
Ａ
Ｐ
道
東
代

表　

久
保

さ
ん

☎
０
７
０

－

２
４

　

２
５

－

３
５
６
４

▲申し込み
　フォーム
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音更町役場 〠 ０８０‐０１９８音更町元町２番地 TEL●０１５５‐４２‐２１１１FAX●４２‐２１１７
Ｅメール ● mailbox@town.otofuke.hokkaido.jp　ホームページ ● https://www.town.otofuke.hokkaido.jp/

ご
寄
附
を
あ
り
が
と
う

ご
ざ
い
ま
す

　

町
に
多
く
の
事
業
者
や
個
人
の

皆
さ
ん
か
ら
い
た
だ
い
た
寄
附
の

内
容
に
つ
い
て
、
ご
意
向
に
沿
っ

て
紹
介
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

▽ 

宮
坂
建
設
工
業
㈱　

緑
陽
台
近

隣
公
園
内
に
ベ
ン
チ
設
置　

３１

　

万
４
９
３
０
円
相
当

▽ 

音
更
電
設
㈱　

現
金　

３０
万
円

▽ 

㈱
ホ
ー
ム
ラ
イ
フ
シ
ス
テ
ム
十

勝　

現
金　

２０
万
円

▽ 

音
更
建
設
業
防
災
協
会　

な
つ

ぞ
ら
公
園
に
ソ
ー
ラ
ー
ベ
ン
チ

お
よ
び
説
明
看
板
設
置　

３６
万

　

２
６
７
０
円
相
当

▽  

明
治
安
田
生
命
保
険
相
互
会
社

釧
路
支
社　

現
金　

８２
万
５
５

　

０
０
円
、
電
話
音
声
明
瞭
器

　

９
万
８
５
０
０
円
相
当

▽ 

音
更
ロ
ー
タ
リ
ー
ク
ラ
ブ　

現

金　

１０
万
円

▽ 

音
更
町
ビ
ル
管
理
企
業
協
会

　

 

施
設
清
掃　

２６
万
１
８
４
４
円

相
当

▽ 

音
更
町
建
設
業
協
会　

学
校
ト

イ
レ
用
の
生
理
用
品　

１１
万
円

相
当

▽ 

国
際
ソ
ロ
プ
チ
ミ
ス
ト
お
と
ふ

け　

現
金
２０
万
円

▽ 

㈱
大
成
塗
装
工
業
、
鈴
蘭
ビ
ル

サ
ー
ビ
ス
㈱
、
㈱
上
田
建
設
、

㈲
バ
ン
ブ
ー
、
㈱
北
日
本
企
画
、

㈲
高
島
板
金
工
業　

現
金　

７０

　

万
円

▽ 

北
海
道
コ
カ
・
コ
ー
ラ
ボ
ト
リ

ン
グ
㈱　

清
涼
飲
料
水
１
２
０

　

０
本　

１８
万
６
７
２
０
円
相
当

▽ 

㈱
タ
グ
住
環
境
研
究
所　

土
地　

６
４
０
０
円
相
当

　

（
敬
称
略
、
１１
月
３０
日
ま
で
の

受
付
分
）

就
労
相
談
会
を

開
催
し
ま
す

　

帯
広
ケ
ア
・
セ
ン
タ
ー
は
、
「
働

き
た
い
け
ど
働
け
な
い
」
「
就
職

し
た
け
ど
長
続
き
し
な
い
」
「
自

分
に
合
っ
た
障
が
い
福
祉
サ
ー
ビ

　

物
価
高
騰
に
よ
る
負
担
軽
減
対

策
と
し
て
、
井
戸
水
な
ど
を
飲
用

に
利
用
す
る
町
民
や
町
内
の
事
業

者
を
対
象
に
、
「
音
更
町
飲
用
井

戸
水
等
利
用
者
物
価
高
騰
対
策
支

援
補
助
金
」
の
申
請
を
受
け
付
け

し
て
い
ま
す
。

　

申
請
忘
れ
が
な
い
よ
う
、
対
象

者
は
申
請
書
に
必
要
事
項
を
記
入

し
、
必
要
書
類
を
添
付
し
て
、
役

場
上
下
水
道
課
ま
た
は
木
野
支
所

に
、
持
参
ま
た
は
郵
送
に
て
提
出

し
て
く
だ
さ
い
。

▽ 

申
請
期
限　

１
月
３１
日
㈬

※ 

詳
細
に
つ
き
ま
し
て
は
、
広
報

９
月
号
ま
た
は
町
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

申 

込
・
問
合
先　

役
場
上
下
水
道

課
料
金
係
・
給
排
水
係
（
内
線

３
７
２
・
３
７
５
）

井
戸
水
等
利
用
者
の

補
助
金
の
申
請
に
つ
い
て

ス
事
業
所
を
利
用
し
た
い
」
な
ど
、

働
く
こ
と
に
関
す
る
悩
み
や
困
り

事
の
あ
る
人
に
向
け
た
就
労
相
談

会
を
開
催
し
ま
す
。

▽ 

と　

き　

１
月
２３
日
㈫
、
午
前

１０
時
３０
分
～
正
午

▽ 

と
こ
ろ　

木
野
コ
ミ
セ
ン

▽ 

対
象
者　

働
く
こ
と
に
関
す
る

悩
み
や
困
り
事
の
あ
る
人
、
そ

の
家
族
・
企
業
な
ど

問 

合
先　

帯
広
ケ
ア
・
セ
ン
タ
ー　

水
谷

さ
ん

☎
５９

－

２
７
３
９

「
１
１
０
番
」
の

適
切
な
利
用
に
つ
い
て

　

１
１
０
番
は
、
事
件
事
故
な
ど

が
発
生
し
た
場
合
に
警
察
へ
緊
急

通
報
す
る
た
め
の
番
号
で
す
。

　

通
報
時
に
は
必
要
な
こ
と
を
質

問
し
ま
す
の
で
、
落
ち
着
い
て
答

え
て
く
だ
さ
い
。

　

耳
が
不
自
由
な
人
や
音
声
に
よ

る
１
１
０
番
通
報
が
難
し
い
人
が

通
報
で
き
る
「
１
１
０
番
ア
プ
リ

シ
ス
テ
ム
」
な
ど
も
あ
り
ま
す
。

１
１
０
番
の
適
切
な
利
用
を
お
願

い
し
ま
す
。

　

な
お
、
「
１
１
０
番
ア
プ
リ
シ

ス
テ
ム
」
の
詳
細
は
、
次
の
二
次

元
バ
ー
コ
ー
ド
か
ら
確
認
し
て
く

だ
さ
い
。

　

急
を
要
し
な
い
相
談
や
照
会
な

ど
は
、
各
種
警
察
相
談
電
話
「
＃

９
１
１
０
」
、
ま
た
は
最
寄
り
の

警
察
署
、
交
番
な
ど
を
ご
利
用
く

だ
さ
い
。

問 

合
先　

帯
広
警
察
署
☎
２５

－
０
１
１
０

▲詳細ページ
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◆歯周病ってどんな病気？

　お口の中にはおよそ４００～７００種類の細菌が棲

んでいます。食べ飲みするものが偏っていたり、

お口のケアを怠っていたりすると、歯と歯肉の間

の溝にプラーク（歯
し こ う

垢）が溜まり、歯周病を引き

起こします。

◆歯周病菌が全身に及ぼす影響

　歯周病は歯を喪失する主な原因ですが、歯周病

菌や歯周病で作られる炎症性物質が血液とともに

全身を巡り、さまざまな病気を引き起こしたり悪

化させることがあります。

◆歯周ポケットで歯周病の進行状態がわかる！

　歯と歯肉の間の溝にプラークが溜まり、プラー

クの細菌により溝が深くなった

ものを歯周ポケットといいます。

健康な歯肉の状態であれば３㍉

以内ですが、４㍉以上で歯周病

と判断します。

◆音更町の歯周病検診結果から見えたこと

　音更町歯周病検診結果から、歯周病の診断基準

となる「４㍉以上の歯周ポケットを有する人」に

ついて、年代別にみると２０歳代で４２．９％、他年

代では５０％以上いました。

◆�大切なのは、セルフケアとプロフェッショナルケア

◦セルフケア

　歯みがきを毎日丁寧に行い、プラークが付かな

いようにすることが大切です。歯ブラシの毛先が

当たりにくい場所は、プラークの残る場所です。

①歯と歯の間②歯と歯肉の境目③歯ブラシが届き

にくい奥歯を意識しましょう。歯間ブラシやデン

タルフロスを使うとさらに効果的です。

◦プロフェッショナルケア

　定期的な歯科検診で歯やお口の状態をチェック

することは、健康な状態が維持できているか確認

できたり、歯周病などの早期発見や早期治療につ

ながります。また、自分に合った歯みがきの仕方

などのアドバイスを受けることもできます。

～お得に受けられる歯周病検診があります～

　歯周病検診の対象は、２０歳以上の町民と妊婦で

す。年度内に１回、町内歯科医院で

無料で受けることができます。詳

しくは、右の二次元バーコードか

ら町ホームページをご覧ください。

問�合先　保健センター内健康推進課☎４２－２７１２、

℻４２－２７１３

全身の健康に影響する全身の健康に影響する
「歯周病」ってなに？「歯周病」ってなに？

　歯周病は歯肉や歯を支える骨などが溶けてしまう病気で、自覚症状が無いまま重症化していきま

す。日々の丁寧なケアと専門家によるお口のケアで歯と全身の健康を守りましょう。

炎症性物質が血糖値
を下げるインスリン
の効きを悪くし、糖
尿病を悪化させる

糖尿病

炎症性物質が、子宮
収縮を促進させる物
質の分泌を促し、早
産の危険度を高める

早産

歯周病菌が食べ物と
一緒に唾液に混ざっ
て、誤って肺に流れ
込み肺炎を起こす

誤
ご え ん

嚥性
肺炎

歯周病菌が動脈硬化
を進行させ、脳梗塞
や心筋梗塞の危険性
を高める

脳梗塞・
心筋梗塞

歯周病菌が歯周病菌が

全身に影響を及ぼす全身に影響を及ぼす プラーク

歯周ポケット

0 10 20 30 40 50 60 70 80 90 100

▲�詳細ページ

７０歳以上

６０歳代

５０歳代

４０歳代

３０歳代

２０歳代

０％ ２０％ ４０％ ６０％ ８０％ １００％

出典：音更町歯周病検診結果（Ｒ４）

健全 ４㍉以上のポケット その他

１１．３％

１７．９％

２８．８％

４５．３％

３６．２％

５７．１％

８４．８％ ４％

８１．１％

７１．２％

５４．７％

６２．３％

４２．９％

０．９％

１．４％
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昭和６０年１０月３１日に本町と姉妹締結。岩手県の
北端に位置し、面積約２４５平方キロ。人口約８，
２００人。音更開拓の祖、大川宇八郎の出身地。

緑白綬有功章を受章した中里さん（左）

地
域
農
業
の
発
展
の
た
め
に

だより

　

中
里
照て

る

お夫
さ
ん
（
軽
米
駒こ

ま

ぎ木
地
区
）
が
、

ホ
ッ
プ
の
普
及
・
発
展
に
長
年
尽
力
し
た

功
績
が
認
め
ら
れ
、
公
益
社
団
法
人
大
日

本
農
会
（
秋
篠
宮
文
仁
総
裁
）
か
ら
緑
白

綬
有
功
章
を
受
章
し
、
１１
月
２４
日
に
山
本

町
長
を
表
敬
訪
問
し
ま
し
た
。

　

中
里
さ
ん
は
、
１８
歳
か
ら
４６
年
以
上
ホ

ッ
プ
の
生
産
に
従
事
し
、
現
在
は
岩
手
県

北
ホ
ッ
プ
農
協
組
合
長
を
務
め
て
い
ま

す
。

　

１０
月
１１
日
に
「
音
更
町
避
難

行
動
要
支
援
者
対
象
避
難
訓

練
」
に
参
加
し
、
社
会
福
祉
法

人
更
葉
園
の
利
用
者
の
避
難
誘

導
と
受
け
入
れ
、
福
祉
避
難
所

の
開
設
・
運
営
の
実
習
を
体
験

し
ま
し
た
。
職
員
が
施
設
利
用

者
に
優
し
く
声
掛
け
を
行
い
な

が
ら
、
避
難
場
所
で
あ
る
本
学

ま
で
ス
ム
ー
ズ
に
避
難
を
行
っ

て
い
ま
し
た
。
緊
急
時
に
迅
速

に
対
応
で
き
る
冷
静
な
判
断
力

と
、
災
害
時
の
不
安
感
を
取
り

除
く
た
め
に
も
周
囲
が
落
ち
着

い
て
声
掛
け
を
行
う
こ
と
で
、

少
し
で
も
安
心
感
を
持
っ
て
避

難
し
て
い
た
だ
く
こ
と
が
で
き

る
の
で
は
な
い
か
と
学
び
ま
し

た
。

　

ま
た
、
１１
月
２６
日
に
は
北
海

道
地
域
防
災
マ
ス
タ
ー
認
定
研

修
会
に
参
加
し
ま
し
た
。
音
更

町
の
地
図
か
ら
、
洪
水
が
発
生

まちの人口

《１１月末現在》

（　　）は前月比

男　20,391人（－15人）

女　22,607人（－14人）

計　42,998人（－29人）

世帯数　20,891世帯

第６９回

「
防
災
と
福
祉
」
を
学
ん
で

社
会
福
祉
科
介
護
福
祉
専
攻

２
年　

金か

な

や谷　

蓮は

す

み美

１２月３日、おとふけ「教育を考える日」記念フェスタが文化セン
ターで開催され、駒場認定こども園園児の合唱（表紙の写真）や
下士幌小学校児童の「下士幌ソーラン」、共栄中学校吹奏楽部の
演奏が披露されました。また、音更高校ボランティア部による活
動報告のほか、会場内には町内の児童・生徒の絵画などの作品が
展示され（上記写真）、来場者は教育への関心を高めていました。

し
て
し
ま
う
場
所
や
浸
水
地
域
、

避
難
経
路
の
予
想
を
立
て
る
災

害
図
上
訓
練
で
の
グ
ル
ー
プ

ワ
ー
ク
が
印
象
的
で
し
た
。
こ

の
よ
う
な
研
修
に
参
加
す
る
こ

と
で
、
防
災
意
識
が
高
ま
り
、

災
害
時
に
お
け
る
避
難
経
路
の

確
認
や
避
難
物
品
の
確
保
な
ど
、

日
ご
ろ
か
ら
意
識
す
る
こ
と
が

大
切
だ
と
感
じ
ま
し
た
。

　

今
回
の
さ
ま
ざ
ま
な
体
験
や

学
び
を
生
か
し
て
、
介
護
を
必

要
と
す
る
人
の
安
全
を
守
れ
る

介
護
福
祉
士
を
目
指
し
て
い
き

た
い
と
思
い
ま
す
。

▲�金谷蓮美さん

納期のお知らせ納期のお知らせ

国　保　税　第７期

納期限は

１月３１日です

役場収納課
収納係

（内線582）

２８2024.1
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日 月 火 水 木 金 土

１ ２ ３ ４ ５ ６
�役場仕事始め
�新年交礼会

［１５：００～］総

�ミニスプリント大
会

［�９：００～］町営
スケートリンク

７ ８ ９ １０ １１ １２ １３
�消防出初式

［９：００～］共
�はたちの集い

［１１：００～］文
�冬休み工作教室

［１４：００～］図

�ぬいぐるみのおと
まり会

［１６：３０～］図

�いきいき女性軽ス
ポーツ教室（１回
目）

［１０：００～］サ
�こもりびと（ひき
こもり）相談

［�１０：００～］役場
福祉課

［�１３：３０～］こん
にち庵
�ＢＣＧ接種

［１３：００～］保
�ジュニアトランポ
リン教室（１回
目）

［１３：３０～］サ

�人権・行政・暮ら
しの相談

［１０：００～］総
�初心者スケート教
室（１回目）

［�１３：００～］音更
小学校
�幼児たいそう教室
（１回目）

［１５：４５～］サ

�健康相談・栄養相
談

［９：３０～］保
ベビーダンス

［１０：００～］柳
�４０歳～６４歳の軽
スポーツ教室（１
回目）

［１９：００～］サ

�園庭で雪遊びを楽
しもう！

［１０：００～］駒

�北部方面スケート
競技大会

［�９：００～］町営
スケートリンク
�「ゆめせんか」普
及イベント

［�１０：００～］道の
駅おとふけ
�文化センター探検
隊（１回目）

［１０：００～］文
�十勝在住外国人と
の地域交流会

［�１３：３０～］総

１４ １５ １６ １７ １８ １９ ２０
�ゲートボール教室
（１回目）

［�９：００～］音更
室内コート
�きのっこサンデー

［１０：００～］き
�子ども食堂（おと
ふけポッケ）

［１１：３０～］共

すくすく相談
［９：３０～］保
�バスボム作り＆ハ
ンドマッサージ

［１０：００～］き
�こもりびと（ひき
こもり）相談

［�１０：００～］役場
福祉課

［�１３：３０～］こん
にち庵

�たまご「おもちゃ
作り」

［９：００～］す

�人権・行政・暮ら
しの相談

［１０：００～］木
おはなし会

［１０：１５～］柳

�町民スピードスケ
　ート大会
［�９：００～］町営
スケートリンク
�地場産大豆で親子
みそづくり

［１３：００～］ふ

２１ ２２ ２３ ２４ ２５ ２６ ２７
�２０２４エコパ冬ま
つり

［�１０：００～］十勝
エコロジーパーク
�子ども食堂（おっ
ちゃんこ）

［�１１：００～］柳町
学童保育所
�子ども食堂（いま
いる。プロジェク
ト）

［�１１：３０～］木野
東会館
�図書館ビデオ上映会

［�１４：３０～]図

�リフレッシュ・ヨ
ガ

［９：３０～］す
町民法律相談

［１３：３０～］木
�ＣＡＰおとな公開
ワークショップ

［１８：３０～］木

�赤ちゃん相談
［９：３０～］保
�就労相談会

［１０：３０～］木
�こもりびと（ひき
こもり）相談

［�１０：００～］役場
福祉課

［�１３：３０～］こん
にち庵

�健康相談・栄養相
談

［９：３０～］木

�すくすくＴＯＵＣＨ
［１０：００～］す
�手打ち麺を楽しむ
会

［１０：００～］ふ
�離乳食教室

［１３：００～］保

２８ ２９ ３０ ３１
�おおそでくんキッ
チン

［１０：００～］ふ
�子ども食堂（ふれ
あい食堂）

［１１：３０～］総

�１月お誕生日会！
［１０：００～］音

�ゆきあそび
［１０：００～］き
�節分

［１０：００～］音

【開催場所・問合先一覧】支木野支所（☎３１‐２１０１）保保健センター（☎４２‐２７１２）生生涯学習センター（☎４２‐４０９９）図図書館（☎３２‐２４２４）文文化センター（☎３１‐５２１５）

ふふれあい交流館（☎４２‐６６００）ササンドームおとふけ（☎４２‐５５７７）アアクリナちゃっぽ（☎３２‐４８４８）柳柳町子育て支援センター（☎３０‐４１５２）

す子育て支援センターすずらん（☎３０‐１８８８）ききの子育て支援センター（☎３０‐２５０１）音音更子育て支援センター（☎４２‐２２７７）駒駒場認定こども園（☎４４‐２４７３）

総総合福祉センター（☎４２‐５５８４）木木野コミセン（☎３０‐８６１０）共共栄コミセン（☎３０‐４７３３）

ロングラン開催イベント
�第３３回十勝川白鳥まつり彩凛華®（１月

２７日～２月１８日）

［�１９：００～］十勝が丘公園

1



広報おとふけ１月号Ｎо.１０６８（令和５年１２月２５日発行）

無料アプリ無料アプリ

広報がスマホで読めますで読めます

▲�Ｘ（旧Ｔｗｉｔｔｅｒ）

音更町音更町
ＬＩＮＥ公式ＬＩＮＥ公式

【災害用伝言ダイヤルの体験利用提供日の紹介】

「１７１」は被災地の人とつながる大切な電話番号です。

災害時に伝えたいことを声にして残したり、聞くこと

ができます。毎月１日と１５日、そして正月三が日（１

月１日～３日）は、「１７１」が体験できます。遠く離れ

た人と体験利用してみてはいかがでしょうか。右の二

次元バーコードからＮＴＴ東日本のウェブサイトで利用

方法が確認できます。

ご当地ナンバーの提案デザインが決定ご当地ナンバーの提案デザインが決定

　十勝町村会が導入に向けて取り組みを進めている「ご当地ナンバー」について、応募があった４６２

作品の中から、デザイン選考委員会が選考した６作品を対象に、１０月２３日～１１月２０日に人気投票を

行ったところ、全体で３，７６９票の投票がありました。

　その投票結果に基づき、十勝町村会で最終選考を行った結果、８３４票を獲得した、町内在住の栗
く り た

田

政
まさかず

一さんのデザインが最優秀賞に選ばれ、「十勝」ナンバーのデザインとして、十勝総合振興局を通

じて国土交通省に提案されることになりました。

　栗田さんは「受賞はとても光栄。十勝１８町村のモチーフを考えるのが大変だったが、うまく表現で

きたのではないかと思う。地域振興の一助になれば」と思いを語りました。

問合先　十勝町村会事務局☎２３－６２０４

町内在住の栗田政一さんが最優秀賞を受賞町内在住の栗田政一さんが最優秀賞を受賞

▲�最優秀賞を受賞した栗田さんの提案デザイン
▲�１２月８日㈮の表彰式で表彰を受けた受
賞者ら（写真左から３番目が栗田政一
さん、４番目が竹中貢十勝町村会会長）

▲�ＮＴＴ東日本
ウェブサイト

（https://www.ntt-east.

co.jp/saigai/voice171）
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